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抄 録

結 核 專 門 雑 誌

ZeitschriftfUrTuberkulose.Bd.72.H.1.1935.

種々ノ小見結核特二結核性浸潤二於ケル含水炭

素同化二就テゑ
Dr.E。Mahr:VberdieKohlenhydratsas§imilation

beidenverschiedeRenTuberkuloseformendesKiR・

desalters,insbes◎nderebeidentuberku16senLung-

eninfiltraten.

著 者 ハ「ア レル ギ ー」現 象 ヲ 臨 肱 的 二認 識 ス ル ー ツ ノ

症 候 トシテ経 口 的 「グ,レ コー ゼ」員 荷 後 二起 ル 食餌 性

血 糖 曲線 ノー 定 ノ愛 牝 ヲ,,Allergiekurve"ト シテ提

唱 シタ。

ソノ 「ア レル ギー」 曲線 ハ第 一 二食 餌 性 曲線 ノ最 頂 黙

ト其 ノ出 登1>ノ 關係 即 チ 所 謂 過 血 糖 係 藪(=H.Q)

が普 通 ヨ リ高 値 デ ア リ 第 ニ ニ 血糖 曲線 ガ原 値 二復 蹄

ス ル ノが讐 通 ヨ リ遅 ク 第 三 二該 曲 線 ガ最 頂黙 二 達 ス

ル ニ要 ス ル時 間 ガ長 イ ト 言 フ鮎 デ 普 通 ノ曲 線 ト匠 別

力・ッ ク ト言 フ。

食餌 性 過 血 糖 ノ輕 過 が 曹 通 ノ場 合 トハ 偏移 セ ル 理 由

ハ 明 デ ナ イが 種 々ノ 因子 が 之 二 關係 ス ル、 郎 チ肝 臓

機 能 即 チ肝 細 胞 自膿 ノ状 態 、 膵 臓 ノfイ ソゼ3レ」装 置 、

植物 紳 維 系 統 ノ 緊 張 状 態 、 組織 ヘ ノ 糖 流 入 ノ速 サ、

網状 織 内被 細胞 系統 特 二肝 、 蚊 二騰 質等 が 夫 レデ ア

ンレ。是 等 ノ事 項 ト結核 トノ關係 ハ多 ク ノ學 者 カ ラ詮 明

サ レテ來 タ。

著 者 ハ先 ヅ葡萄 糖 員 荷 デ血 糖 ヲ調 節 セ ル臓 器 ノ線 播

的作 用 ヲ 伺 ヒ、 果 糖員 荷 デ 肝 細 胞 自盟 ノ 損 傷 即 チ

einepathergischeReaktionslagedesOrganismusノ

表現 ヲ観 ソ トシタ。

試 験 成 績 カ ラ次 ノ如 キ結 論 二達 シタ。

先 ヅ結 核 罹 患 小 見 二 就 テ得 タ117ノ 葡 萄 糖 貢 荷 後 ノ

血糖 曲 線 カ ラ滲 出性 膿 質 ノ小 見 二圭 トシテ(80,4%)

來 ル所 ノ肺 寝 潤 デ へ 夫 レ ガ第 一 期 ノモ ノデ モ第 二 期

ノ モ ノデ モ、空 腹 時 ノ値 二復鰭 ス ル ノニ邊 延 ヲ示 ヌ 所

ノ著 明 二高 イ血 糖 曲線 ガ現y、 ミ受潤 性 結 核 例 ノ91 .4

%デ ハ2時 間牛後二爾復飾 シナイ(奉均十24mg%)カ

カ♪レ普通 デナ イ血糖曲線 ハ 浸潤性結核デノ特別 ナ

Allergielageノ 表現 ト見倣スペキ「アv]レ ギr性 血糖

曲線 ト呼ブ、同一ノ小見デ肺浸潤ノ種 々ノ時期二血糖

曲線 ヲ繰 り返 シテトツテ見ル ト、該曲線ハ寝潤 ノ吸牧

ト虹行シテ健常ノモノニ近 ヅキ、寝潤 ノ無イ間・・普通

状態 ヲ呈スル事 が ワ カツタ。v・Niekerkガ 成人 ノ

Allergikerデ 號作 ノ無イ時二健常 ナ 血糖曲線ヲ見タ

カラ血糖曲線b「 アレルギー」疾患 トノ間二何等ノ關

係ガナイトシタノニ封比スベキデアル。結核感染後ノ

「アレルギr性 髪調 ノ最初ノ表現 トセラル ・結節性紅

斑 ノ楡査例デバカ・ル「アレルギーj性血糖曲線 ヲ見出

シタ。検査 シタ非活動性及ビ肺以外ノ結核デハ含水炭

素 ノ怨容カバ健康者 ト同様デアツタ、肺瘍デハ融解現

象ヘノ浸潤 ノ有ヌモノノミガ、肺渡潤 ノ時 ト同檬二血

糖曲線ノ上昇 ト共 ノ下降 ノ邊延 ヲ示 シ、増殖一萎縮性

ノ型デハ左檬デハナカツタ。肺門淋巴腺結核デハ奉均

二、空腹時 ノ値ヘノ復蹄時間ハ絵 リ遅延ヲ示サナカツ

タが、恰度浸潤 ト結節性紅斑ノ場合 ト同ジ檬 二著明二

高 イ血糖値 ヲ示シタ。磯膜炎ノ検査例デ他ノ悪液質ノ

病氣デ出會ツタト同様 二動樒曲線 ヲ爲 シタ、次二果糖

資荷 ノ後ノ血糖曲線ハ肺寝潤、肺門淋巴腺結核、肺以

外結核、及 ビ肺瘍タルヲ問ハズソノ活動性結核ナル場

合ハ常二血糖値下降 ノ著明二邊延 ヲ示シタ。恐ラク之

ハ毒、髄固存蛋白ノ分解産物並二時ニハ「アミロイド」

攣性二依ル肝細胞 ノ傷害二因ルモノデアラウ。

検査 シタ結節性紅斑例デハ、血糖曲線 ノ上昇が遅延シ

タが空腹時値二復錦スルノハ 普通 トアマリ差ガナヵ

カツタ.葡 萄糖員荷後 ノ紅節性紅斑二於ケル血糖曲線

が著明二fアVltzギ ー」性デアッタノト符合スノレ黙デ

之ガ「アレルギー」性攣調ヲ理解スルノ ニ 意味がアル

事 ガ明カデアルト。(刀 根山、渡邊三郎抄)

AsbestosisF肺 結核
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Martz:AsbestosisundTuberkulosederLunge.

Asbest◎sisノ ・石 綿 工 場 二働 ク 職 工 ガ共 挨 ノ作 用 ヲ ウ

ケ テ ヨ リ5-15年 ニテ 號病 ス ル モ ノ ニ シテ、 初 期 症

状 ハ淺 呼 吸 、 咳 漱 、 喀 疾 後 レテ蒼 白、「チ ア ノー ゼ」、

心 悸 充 進 、 膣 重 減 少 、食 慾 不 振 、 胸 痛 ヲ畳 ユ ル、 晩期

ニ ハ呼 吸 困 難 、「チ ア ノー ゼ」顯 著 トナ リ心機 能 不 全 ノ

下 二弊 ル.初 メ理 學 的所 見 ハ殆 ドナ ク、 後 レ テ肺 下 野

二短 音 、下界 ノ蓮 動 不 全 、乾 性 蝿 音 虹 二 「ク ナッケ ンj音

ヲ肺 底部 二聴 ク、「VJ線 ニテ ハ1期 ニハ網 駄 及 蜂 窩}伏

ノ肺 絞 理 ノ壇 加 蛇 二横 隔 膜 運 動 ノ減 退 、2期 ニハ肺 下

野 二禰 散 性 二多 撒 ノ微 細 病 影 ノ出 現 、3期 ニ ハ横 隔 膜

蓮 動 不 能 、心横 隔 膜 境 界 不 明、 下 野 時 ニ ハ 中 野 二亙 リ

テ微 細 病 影 蜜 集 シ雲 状 ノ像 ヲ呈 ス、時 ニ ハー 標 ノ陰 影

ヲ示 ス、病 理 解 剖 的 ニ ハ 全肺 殊 二下 部 二著 明 ナ結 締 織

増 殖 ヲ見、肋 膜 肥 厚 癒 著 著 明 ナ リ。 組 織 學 的 ニ ハ肺 組

織 及喀 演 二石 綿 小盤 ヲ謹 明 ス。而 シテ肺 結 核 ト本 病 ト

ノ關 係 ハ不 明 ナ リ、或 ハ本 病 ・・肺 結 核 ヲ誘 號 シ易 シ ト

ナ シ、 或 ハ然 ラズ トナ ヌ、樹 逸 二於 テ ハ此 ノ雨疾 病 合

併 例 ノ報 告 齢 ナ シ、著 者 ハ30歳 ノ婦 人 ノ例 症 ヲ詳 シ

ク報 告 シテ ヲル。(刀 根 山、 柳 澤 康夫 抄)

多 形 滲 出 性 紅 斑 卜結 核 り 間 二關 係 ア リヤ

HeinrichMayrh◎fer:BestehenBeziehungenzwisc・

henErythemexsudativRmmultiformeundTuberk・

ulose?

著 者 ハ3例 ヲ暴 ゲ テ 多 形 滲 出性 紅 斑b結 核bノ 關係

ヲ論 ジテ ヰ ル。

第1例 デハ3ケ 年 間 毎 年何 同 モ 反 復 罹 患 シテ ヰ タ 多

形 滲 出 性 紅 斑 が 「ツベ ル ク リー ソj治 療 ニ ヨ リ罹 患 シ

ナ ク ナ ソ タ。 第2例 デ ハ同様 二何 回 モ 反 復 ス ル紅 斑

ガ喀 血 〉時 間 的 二密 接 ナ關係 ニ ア ツ タ。第3例 デ ・・結

節 性 紅 斑 ト多 形 滲 出 性 紅斑 トガ 不全 性 ノ多{愛性 漿 液

膜 炎 ト共 二起 ツ タ。コ ノ例esリ シテ結 節 性及 ビ多形 滲

畠性 紅 斑 ト結 核 トノ間 二關 係 ア レ ラ シ ク思 ヘ ル、

「pイ マ チス」性 多 獲 性 關 節 炎 バー 方原 因 ト見 ラ レ テル

連 鎮 状 球 菌 ガ決 シテ化 膿 ヲ起 サ ズ、無 菌 性 淋 巴 球性 滲

出液 ヲ 出 ス事 實 及 ビ地 方 多 獲 關 節 炎 二於 テ、流 血 中結

核 菌 ノ詮 明 セ ラ レテ ル事 ヲ度 外覗 シテ モ £ツベ ル ク リ

ー ソj療 法 ニ ヨ リテ所 謂 「nイ マ チ スJ性 ノ肋 膜 炎 及 ビ

關 節 炎 其 物 が他 ノ原 因 例 ヘ バ、肺 炎 性 叉 ハ癌 腫 性 肋膜

炎 トチ が ツテ急 速 二治 癒 ス ル コ 柑 リシ テ、此 ノ モ ノ

が結 核 トー 定 ノ關 係 ア ル コ トヲ思 ハ シメ ル。多 號 性 關

節 炎 二伴 随 ス 〃 漿 液膜 炎 が 結 核 性 ノ漿 液 膜 炎 ト同 一

録 【錨13巻

経 過 、細 菌 性 及 ビ細 胞 性 表 現 ヲ有 ス ル ノ ニ別 ノ モ ノ ト

シ テ考 ヘ ル ペ キ理 由 ナ シ、

多 駿 性 關 節 炎 ニ ツ キ テ ハ原 因 軍 一 ノ モ ノ デ ナ ク、色 々

ノ原 因 カ ラ來 ル、;ア レル ギ ーJ性 疾 患 トス ル考 ガ 支

醜 シテ居 ル。之 レ ト類 似 セ,レ多形 滲 出性 紅 斑 ヤ結 節性

紅 斑 二就 テ モ 同様 ノ考 ヘ ガ行 バ レル。

著 者 ハ此 ノ事 實 及 ビ多 ク ノ観察 カ ラ少 ク トモ、多 形 滲

出性 紅 斑 ノー 定 ノモ ノ ダク ニ デ モ、結 核 トノ關 係 アル

コ トハ考 ヘ ラ し・ルbシ テ ヰ ル。「ツベ,レ ク リー ソ」過敏

症 ハ新 鮮 ナ ル感 染 及 ビ毒 性 強 キ 感 染 ノ 場 合 弱 イ ト云

フ事 實 ヨ リ多 形 滲 出性 紅 斑 ハ 直前 ノ血 行 性Schtibが

原 因 デ ナ ク、 寧 口以 前 二起 ツ タSchifbガ 原 因 トナ ツ

テ過 敏 ノ状 態 二持 來 サ レタ ル 個 禮 ガ何 ラ カノ刺 戟 ニ

ヨ リ誘 獲 セ ラ ンレ・モ ノ ト解 ス ペ キ デ ア ル。

(刀 根 山、 藤 野 保 次 抄)

BCG毒 力恢 復 二就 テ ノ2,3ノ 賓 験

GerlachFranz,JosefBroschu.MichaelKaplan:

WeitereVersucheeinerKtinstlicheRVirulenzsteige・

rungdesB.C.G.

BCG二 特 別 ノ培 養 法叉 ・・虞 理 法 ヲ施 シ、BCGノ 毒

力恢 復 如 何 ヲ試験 シ タ。

A)「 ヘ マ チ ン」加 鶴 卵 培 養基 ヲツ ク リ、pHヲ7。1、

6。8、6。6、 トナ シ、 ゴヘ マ チ ソjヲ3%」 又 ハ5%ノ 割

二加 フ タ。 此 ノ培 養 基,二BCGNr.8bNr.6ヲ 移植

シ、2-3週 目毎 二植 接 ギ ヲ行 ッ タ ガ、7代 二及 ンデ

モ號 育 状 態 二 ・・攣 化 ガ ナ イ。 動 物 試 験 二於 テ、海瞑 、

家 兎 二、腹 腔 内 へ、1部 二・・、 「アル イ ロナ ーbjヲ 加

ヘ テ、10mgヲ 接 種 シテ、 襯 察 シタ ガ4ケ 月後 ニ ノ・

剖 槍 上 何 等 病 攣 ヲ認 メ ナ カ ソ タ.唯23ノ 海猿 二於

テ早 期(5-7週 後)二 死 亡 セ ル モ ノ ア リ。 此 ノ物 二於

テBCGノ 璽i化 ヲ示 シタ、此 ノ 病 攣 臓 器 ヲ以 テ ノ感

染 試 験 ハ陰 性 二終 レ リ。 此 ノ事 ノ・今 迄 ノBCG毒 力

試 験 二於 テ常 二認 ム ル所 デ ア ル。

B)「 グ リセ リン」加 馬鈴 薯 培 養 基・二 登 育 シタBCG

二5%硫 酸 ヲ5分 、10分 、20分 、 作用 サ セ、10mg

ヲ海 瞑 ノ腹 腔 内 二注 射 シタ。實 験 動 物 ノ113餓 ノ・BCG

様 愛 化 ヲ呈 シテ、4-6ケ 月後 二死 亡 セ リ。 唯 其 ノ愛

化 ハ慮 理 セ ザ ルBCG二 依 ル モ ノ ヨ リハ強 ク表 レタ。

而 シテ其 ノ病 獲 ハBCG猫 特 ノ モ ノニー 致 シテ決 シ

テ、TuberkuloseGeneralisierungハ 認 メ ナ イ。6ケ

月 ノ観 察 後 剖 検 セ ル 内 ニ モ 同様 ノBCG攣 化 ヲ 呈 ス

'レモ ノ モ アル。6ケ 月 ハ 頃 普 通BCG攣 化 ハ消 退 メル
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時 デ アル。 此 ノ事 ハBCGが 一 時 硫 酸 二俵 テ、 生活 能

力 が弱 メ ラレ、 動物 膿 内 二 於 テー 過 性 ノ 獲 育 停止 ヲ

來 タ シ其 ノ後再 ビ生 活 能 力 が恢 復 ヌ ル ノデ ア ロ ウ。

(TuberkulogeneEigenschaftヲ 獲 得 ス 」レノデ ・・ナ イ)

此 ノ實 験 二依 ル ト5%硫 酸 ヲ20分 作 用 サス ト毒 力 ハ

弱 ク ナ ル.

C)ベ スvド カ、 ノ「ブ イ オ ソ」 ヲ入 レタ 「コル ベ ソ」

デBCGノ 深 部 培 養 ヲ シ タ.6-8週 デ 良 ク 獲 育 ス

ル,深 部培 養 ヲヌ ル ニ 前 二B)ノ 如 ク5%及10%

硫 酸 ヲ作用 サ セ テ後 毒 力試 験 ヲ行 ツ タ が、毒 力 墳 加 ハ

認 メ ズ、16ケ 月 ベス レ ドカ 深 部 培 養 ヲ シタ ル モ ノ ハ、

却 テ毒 力 ハ減 弱 シタ.

D)ベ ヌ レ ドカ培 養 基 二1)牛fヘ マ チ ソJ、2)海 狸

「ヘマ チ ソ」ヲ10及25%ノ 割 二加 フ
、 其v二BCG深

部培 養 ヲ シタ.約 牛年 後 管 底 二黄 色 ノ 小 鮎 即純 培養

ヲ得 タ。 之 ヲ馬鈴 薯 培 養 基 上 二 移 植 シ タ が登 育 ハ悪

イ。 動 物 實 験 二於 テ モ、 毒 力 恢 復 ハ認 メ ラ レナ イ.
◎

(刀 根 山 早 川 芳 郎 抄)

「ザ ポ ニ ン」ノ結 核 菌 抗 酸性 二及 ボ ス影 響

MaximMarie:UntersuchungenUberdieBeeinf!uss・

ungderS釜urefestigkeitdesTuberkelbazillu§durch

Saponin.

極 ク微 量 ノ 「ザ ポニ ソ」 ヲ培養 基 二加 一 ノレ ト(o.ω 一

〇.1%)結 核 菌 ・・早 ク良 ク獲 育 ス ルe多 量(1-3%)ヲ

加 ヘ ル ト却 テ獲 育 ハ悪1。 獲 育 状 態 ハ1週 後Nリ 次第

二粗 槌 ナ、 頴 粒 様 ノ沈 澱 トナルe著 者 ハ、Fザ ポ ニ ソ」

ノ結核 菌 類 脂罷 及 ビ 其 ノ 「リ7・"一・V"」二i封ヌ ル作 用 ヲ、

滴 定 的及 ビ、「ヌ タ ラ ゴメ ト リッシ場 二謹 明 セ リ.而 シ
'
テrザ ポ ニ ソ」加 培 養 基 二、7週 間 培養 シ タ 結核 菌 ノ

'

句 ボ イ ドJ含 有 量 ヲ測 定 セ ル ニ 善 通 培養 結 核 菌 ノ牛一

量 デ、 約6%デ ア ル。(刀 根 山 早 川 芳 耶 抄)

人 工 氣 胸 滲 出 液 二 「カ ル チ ウ ム」肋 膜 腔 内 療 法

HeinzKriech:IntrapleuraleKalziumtherapiebei

Pneum◎thoraxexsudaten.

著 者 ・・文 獄 ニ ヨ リ人 工 氣 胸 後 二 獲 生 ス ル滲 出液 ノ頻

度 、 原 因 、豫 防 的注 意 事 項 ヲ蓮 べ更 二 「加 レチ ウム」ノ

経 ロ、 皮 下 、筋 肉 叉 ハ静 脹 内慮 用 ガ滲 出液 登 生 二豫 防

的 、 治 療 的 二数 果 ナ キ モ唯 ユ0%CalciumSondaz10

ac.ノ筋 注 ヲ行 フ事 ハ豫 防 ニナ ル事 ヲ述 べ、治 療 ト シテ

ハ葡 萄 糖 酸 「カ ル チ ウ ム」(Sondaz)ヲ 直 接 肋 膜腔 内 二

注 入 セ リe其 方 法 ハ5-10cα10%本 液 ヲ滲 出液 二

混 合 シテ注 入 セ リe本 慮 置 ハ 必x"2-3日 後 二獲熱 、

液 ノ壇 加 ヲ來 ス ガ、 次 ノ穿 刺 二際 シテ 同液 ヲle--20

qαヲ注入 ス ル ト解 熱 、利 尿 ノ傾 向甚 シ ク10-20日 ニ

テ完 全 二浩 失 ス ル、此 期 間 二空 氣 ヲ後 迭 入 ス ル必 要 ナ

シ、カ ・ル場 合 既存 空氣 ノ吸牧 ハ極 メ テ徐 々二行 ハ ル

ル故 ナ リ、若 シ解 熱 セ ズ滲 出液 ガ完 全 二消 失 セ ザ ル時

ハ 自然 ノ吸 敢 ヲ挨 ツ カ、穿 刺排 除 ス ル ハ言 ヲ侯 タ ズ。

(刀 根 山 柳 澤 康 夫 抄)

Zeitschrifほ 並rTuberkulose.Bd。72.H.3.1935。

肺 結 核 患 者 ノ肺 活 量 及 肺 胞 内 炭 酸 「ガ ス 」張 力

(實 験 的研 究)・

AntoBioRisi:DieVitalkapazit5tunddiealveo15re

Kohlens5urespannungbeiderLungentuberkulese

(ExperimentelleUntersuchungen)

人工 氣 胸 、 「サ ナ トリ=ウ ム」療 法及 藥物 療 法 ヲ施 行 中

ノ患 者合 計50名 二就 キ、(1)急 速 ナ深 吸 氣後 ノ正 常

肺 胞 内CO2張 力 、(2)最 大 意 識 的 無 呼 吸 ノ時 間、

(3)正 呼 吸 ト最 大 意 識 的 無 呼 吸 ノ 問 ノdifferentielle

COrSpanmng(4)肺 胞 内CO2指 藪、(5)肺 活 量 、

(6)Strohls指 数 ヲ調査 シ次 ノ結 論 ヲナ ス。(1)

人工 氣 胸施 行 患 者 ハ輕 症 ト錐 モ常 二 肺 活 量 減 少 ス。

Strohls指 籔 バー・定 セ ズ。(2)正 呼 吸時 ノ肺 胞 内CO2

張 力 ハ差 少 シ。 個 性 的 因子 ガ關 係 ス.意 識 的無 呼 岐 ノ

時 間 ハ著 シク減 少 シ、 且 ツ病 攣 ノ 強 サ及 廣 サ ニ李行

ス。最 大 意 識 的 無 呼 吸 ノ肺 胞 内 張 力 ハ無 呼吸 ノ時 間 ト

關 係 ナ シ.(3)diff.alv.Mittelspannung・ ・ス ベ テ

ノ患 者 二於 テ正 常 以 下 ナ リ。 肺 胞 内CO2指 数 ハ無 呼

吸 ノ時 間及diff・alv・Spannungb相 互 關 係 ナ シ。 コ

ソバ 呼 吸 器 ノ物 理 的及 生 理 的}伏態 二關 係 ス ル ノデ
、コ

v=-yり 呼 吸 面 ヲ制 限 ス ル病 憂 ノ程 度 ヲ知 リ得
。

(刀 根 山 農 野 昇 翁 抄)

學 齢 見 童 二於 ケル 開放 性 結 核 ノ流 行 病 學 的 意 義

FranzKlein:Dieepidemin(》10gischeBedeutungder

offenenLuftgentuberkuloseimV◎1ksschUlalter .

之 ハ 開放 性 肺結 核 ノ學 童 ヲ 有 スル 小學 校 ノ學 級 二關

ス ル統 計 的 検 査 ヲ記載 シタモ ノデ ア ル.

著 者 ハ先 ヅ 「ツ ベル ク リ ン」反 慮 ヲ行 ヒ、ソ ノ陽性 率 ハ

ー 般 李 均鍛 ヨ リ高 率 ナ コ トヲ認 メ テ ヰ ル
.即 チ市 内 ノ

小 學 校 デ ・・54.7%(卒 均 籔49.1%)デ`田 舎 ノ小學
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校デへ 卒均数24.5%二 比 シ殆yド2倍 近クノ40。2

%ト 云 フ数宇ヲ示シテヰル。活動性肺結核 ヲ有スル者

ハ、O.8%デ 他 ノ丈献二比 シ大差ナク、僅二多イガ雲

ノ中デ長 ク健康障再ノ綴 イタ例ハ1例 モナカツタ。
隔

開放 性 肺結 核 ノ見 童 ニ ヨ ル 感 染 ノ危 険 ハ ソ レ程 著 明

ナ モ ノ デ ハ ナ イ。之 ハ 見童 ノ開放 性 結 核 が稀 ナ疾 患 デ

ア ル カ ラ デ アル。菌 撒 布 者 ニ ヨ ♪レ永 績 性 健 康障 碍 ハ著

者 ノ統 計 ニ ヨ ツ テ モ、認 メ ル コ ト ハ出來 ナ イ。

併 シ乍 ラ今 日見 童 ノ 同居 生 活 ハ學 校 以 外 ニ ハ國 家 的 、

肚 會 的 青 年 團 盟 等 デ極 メ テ密 接 ニナ リ、感 染 ノ機 會 ハ

確 カ ニ多 ク ナ ツ テ ヰル カ ラ、開 放 性 結 核 見童 ハ速 カ ニ

隔 離 ス ル コ トが必 要 デ ア ル。

凡 テ ノ結 核 感 染 源 ヲ漏 レナ ク把 握 ス ル コ トハ、毎 年 系

統 的 二全學 齢 見 童 ヲ検 査 シテ 隠 レテ ヰ ル 活 動 性 結核

ヲ蟹 見 ス ル コ トニ ヨツ テ 初 メ テ 出來 ル コ トデ ア ル カ

ラ ソノ爲 ニ ハ學校 轡 ノ墳 加 が必 要 トナ ル。

(刀 根 山 橋 本啓 一 抄)

培 養 ニ ヨル肺 結 核 患者 尿 中結 核 菌 ワ護 明

Y.Tsuge:DerNachweissderTuberke]bazillenaus

demHarnbeiLungentuberculosedurchdieZficht・

iung・

著 者 ハ臨 躰 的 二泌 尿 、 生 殖 器 系 ノ 結 核 ヲ謹 明 シ得 ザ

,レ23名 ノ肺 結 核 患 者 二 就 テ ソ ノ1日 全 尿 ノ 沈 渣 ヲ

Lδwenstein住 吉 氏 法 ニ ヨ リ培 養 シ内2例(9%)二 於

テ5--7日 後 二 結 核 菌 ノKolonieヲ 詮 明 シ、 何yモ

動 物 試験 ニ テ毒 性 ヲ示 シ タ。

著 者 ハ本 實験 ニ ヨ リ肺 結 核 患 者 ノ 泌尿 生 殖 器 系 二結

核 ノ存在 ヲ認 メザ ル場 合 ニ モ結 核 菌 ハ 腎 臓 ヲ通過 シ

得 ル コ トヲ認 メ テ ヰ ル。(刀 根 山 森 田抄)

氣胸 藻 法 ノニ 三特 異 事 項 二就 テ、殊 二療 養 所 二於

ケ ル氣 胸施 行 ヨ リ逼 院 施 行 ヘ ノ移 行 二際 シテ

H.ScheeRemann:EinigeBesonderheitenderGasb。

rustbehandlllnginsbesonderebeimebergangvon

。denHeils磁ttenzudenSprechstundennachfullungen.

療 養 所 カ ラ退 院 シタ患 者 ヲ 其 後 蓮 院 シテ氣胸 術 ヲ績

ヶ ル場 合 大 二注 意 スベ キ事項 が ア,レ。市 内 ト地 方 トノ

相 違 ハ叉 一 層 困 難 ヲ來 ス 。

(1)氣 胸 ヲ行 ソ テ ヰル 患 者 ハ 勇盟 的 ノ 過 夢働 ハ 充墳

シ タ空 氣 ヲ速 カ ニ消失 サ セ 時 々後 遙 入 デ ナ ク新 逡 入

。ニ ナ ル コ トがア ル、逞 院 前 二勢働 ト氣胸 内 空氣 ノ減 少

ノ割合 トノ關係 ヲ ヨク検 ベ テ置 〃必 要 が ア ル。

・〈2)蓮 院 氣 胸 施 行 ハ 患 者 が悪 イ 「バ スjヤ 鐵 濫 等 ノ柔

録 【第13巻

物 デ通 院 ス,レモ ノハ其 ノ震 動 ノ 爲 力施 行 後籔 時 間 或

ハ1日 ハ輕 度 ノ呼 吸 困難 、 歴 迫 感 、嘔 吐 等 ノ苦痛 ヲ訴

ヘ ル が、 良 イ乗 物 デ整 ツ タ市 内 ヲ來,レ時 ハ 此 ノ苦 痛

ハ起 ラナ イ シ送 氣 後 ノ歴 ハ 低 クス ル ト 不 愉 快 ナ後 作

用 ハ 起 ラ ナ イ.

(3)氣 胸 施 行 者 ガ感 冒 、 不 撮 生 過 勢 働 ヲ ナ シ爲 二胸

腔 二液膿 ノ瀦 留 シタ際 二液 ≒潤 濁 が ナク レ バ 其儘 置

キ潤 濁 壇 加 ヌ ル 時 ニ ハ 潅 盟 ヲ排 除 シー 部 分 「ヨヂせ

ソ」油 ヲ逡 入 ス ル ト好 結 果 ヲ得,レ。

(4)氣 胸 術 ヲ施 行 シ タ場所 即 療 養 所 ト故郷 トノ間 ニ

ハ高 サ ノ差 異 ニ ヨ リ氣歴 ノ差 異 ガ アル 「縦 隔膜 ヘ ル ニ

ァ」ヲ起 ス事 ア リ。

低 地 ノ療 養 所 デ 氣胸 ヲ 行 ヒ高 地 ノ故 郷 二移 ツ タ モ ノ

デ ア リ呼 吸 困難 等 ノ不 愉 快 ナ結 果 ヲ惹 起 シ、カ ・ル場

合 空 氣 ヲ排 除 ス ル 。

(5)肋 膜 肥 厚 ガ存 在 ス,レ ト氣胸 窟 止後 モ肺 ノ振 張 ヲ

妨 ゲ ル。 肋 膜 肥厚 ノ存 在 ハ鏡 敏 ナ 「vソ トゲ ンJ装 置

ナ キ開業 磐 ノ・氣 歴 計 ノ特 二低 イ値 ヲ 示 ス事 二注 意 ヌ

ペ シ。 コ ノ場 合著 者 ハ 油 胸 ヲ試 ミ,レト敷 果 ガ ア,レ ト

云 ツテ ヰ ル。

(6)療 養 所 二於 テ氣 胸 術 ヲナ ス ノ ト診 察 所 ニ テ施 行

ス ル ノ トノ差 異 ・・出來 ンレ丈長 イ間隔 ヲ 置 イテ大 量 二

送 入 ス ベ キデ ア リ、雨 側氣 胸 ノ際 ニ ハ著 者 ハ 交互 二施

ス ヨ リモ 同時 二 雨側 二施 行 シタ。伺不 必 要 ナ,レX線 透

覗 ハ肺 結 核 ニ ハ悪 影 響 ヲ 及 ボ ス 爲 之 ヲ避 クル ベ キデ.

ア ル。(刀 根 山 山 中 和 江抄)

結 核 二於 ケ ル網 歌 内被 細 胞 系 ノ機 能 二就 テ ワ實

駿 的 研 究(第 一報 結 核 菌 感 染 ノ家 兎 昌就 テ)

ZaltanvonBernttsh:ExperimentelleUntersuchun・

gentiberdieFunktiondesReticulo・Endothel。Syste-

msbeiderTuberkUlose.

著 者 ノ實 験 ハ 砒素 製 剤 ヲ 家 兎 二與 ヘ テ ソノ後 二血 液

二存 ス ル砒 素 量 ニ ヨ リテ網 賦 内 被 系 統(R.E.)ノ 機 能

ヲ検 シタ モ ノデ ァ ル。

帥 チ30頭 ノ家 兎 ノSalvarsan貢 荷 二 基 イテ ヰ,レ。

幼 若 家 兎 盟 重1kg.ニ ツ キ3旭 宛 ノReviva1ヲ 耳静

脹 ヨ リ注 射 シタ。健 康 家 兎 ハ コ ノ大 量 ニ モ堪^ル ガ感

染 家 兎 ハ血 歴 降 下 ヲ來 シ探 血 が困 難 ナ位 デ ア ツタ。

注 射 後 ノ探 血 ノ時 間 ハ色 々行 ツタ 結 果3分 、30分 、

120分 後 ガ大 切 デ ア ル コ トガ判 ツタe

salvarsanノ 置 明 ノ・Gy6rgyニ ヨ ツ テ サvタ 攣 法

Bangノ 方 法 ニ ヨ リ砒 素 量 ヲ測 定 シタ。
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第1同 ノ試験 ハReViva1ヲ モ ツ テ 健 康 家 兎 二就 イ テ

行 ツタ。

3分 後 ノ血 液 中 ノ砒 素 量 ヲ100%デ 現 シ ソ ノ後 ノ値

ヲ比較 ス ルナ ラバ8頭 ノ家 兎 ノ卒 均 値 ハ30分 後 二於

テ49.3%bナ,レ ガ2時 間 後 ハ79.9%カ 「詮 明 サv

ル陵。

之 ノ・Jancsosノ 組 織學 的研 究 ニ ヨ レバ30分 ニ シテ

ナ クナ ツ タ砒素 量 ハR.E.二 貯 ヘ ラv暫 時 ニ シテ再

ビ ソ レ ヨ リ出 サ ↓!ル ト云 フ コ トニ ナ ル.

次 ハ組 織 學 的 二R.E.ニ ヨ リ 大 ナ ル 親和 力 ヲモ ツ

Neosilbersalvarsanノ 吟・味 デ ア ♪レ。

8頭 ノ家 兎 二盟 重1kg二 付 キ2.5cg/Neosilber・

salvarsanヲ 與 へ注 射 後30分 ノ各家 兎 ノZF均 ハ3分 後

ノ値 ノ28.5二 下 リ2時 間 ノ輕 過 後57・1%ニ ナ ツ テ

ヰ ル'。

組 織 學 的 ニノ・強 イ 親 和 力 ヲモ ツArsenbenZolノ 階 級

ハ化 學 的 分析 二關 シテ モ ヨ リ 強 イモ ノ トシテ謹 明 サ

vタ コ トニナ1レ。

次 二普 通 ノ10se二 】aqノ 生 理 的食 璽水 ヲ加 ヘ タ新

鮮 ナ毒 カ ア,レ結 核 菌 ノ0.3cg.ノEmulsiORヲ モ ッテ

14頭 ノ家 兎 ヲ 感 染 サ セ11-20日 迄 二即 チ家 兎 ハ既

二充分 ナ ル皮 膚 反懸 ヲ 示 ス 時Salvarsan員 荷 試験 ヲ

行 ツ タ。

(2クA後 死 亡 シ解 剖 ニ ヨ リ ソノ 家 兎 ハ粟 粒 結 核 ニ ナ

ツ テ ヰ ル コ トガ剃 ツ タ)。

ソノ結 果 家 兎血 液 中 ノ 砒 素 量 ハ3分 後 二於 テ ハ何 等

盧 置 シナ カ ツタ家 兎 二大 髄 類 似 シテ ヰ ル ガ30分 後 ノ

値 ハ大攣 ナ差 異 がア リ第1同 ノ卒 均 ハ65.7%、 第2

同 ノZF均 ハ79.7%デ(14頭 ヲ2同 二 分 ケ テ實 験 ス)

ア ツ テ健 康家 兎 ノ2倍 デ ア ル 之 デ先 ヅR・E・ 機 能 ノ

低 下 シテ キル コ トヲ詮 明 シ得 ラ の レ。 。

以 上 ヲ線 括 ス ソ バNeosilbersalvarsan員 荷 後30分

ノ血 液 中 ノ砒 素 量 ハ 健 康 家 兎 ハ感 染 家 兎 ノ2倍 ノ減

少 ヲ示 シタ。

Salvarsan員 荷 後 ノ血 中 ノ 砒素 量 ノ検 査 ・・R・E.機

能検 査 二優 秀 ナ ル方 法 デ ァ リ免 疫 生物 學 的 ノ 問題 ニ

モー 致 シテ ヰ ル ヤ ウ デ アル.(刀 根 山 青 野 義 圓 抄)

Riv.dipatoLeClin.d.TubercoL1934.July30.VoL&No.6.

笹

fマ ラ リ7」 卜結 核Fハ 眞 二拮抗 性 ナ リヤ?

Boggian(Bruno):Esisteveramenteunantagonismo

tramalariaetubercelesi?

前 世紀 ノ牛 頃 ヨ リ、多年 ノ問 「マ ラ リア」ト結 核bハ 相

互 二拮 抗 的 二 作 用 ス ル モ ノ ナ リ ト ノ漠 然 タル信 仰 が

アツ タ。著 者 ノ経験 ハ全 然 コ ノ説 ト相 反 スル モ ノデ ア

ル。 彼 ハ4例 ノ臨 抹 例 ヲ詳 シ ク引用 シテ、コ ノ俗 説 ノ

眞 ナ ラザ ル ヲ強調 シテ居 ル。 彼 ノ経験 二依 レバ第 一 、

「マラ リア」ハ ピル ク 。一.叉ハ トラ ム ブ ス チ(Trambusti)

ノ方 法 二俵 ル、 「ツ ペ ル ク リ ソ」反 慮 二依 リ、無 力状 態

Anergicstateヲ 惹 起 ス ル モ ノ ・様 デ ア ♪レ。 コ ノ無 力

状 態 ハ 假 令 一 過 性 ニ モ セ ヨ、 確 ナ モ ノデ ア ツタ。 第

二、 「マ ラ リア」登 作 ノ・時bシ テハ肺 結 核 ヲ、時bシ テ

ハ結 核 性 肋 膜 炎 ヲ誘 登 ス ル コ トガ 屡 ζデ ア ル。 第 三、

結 核 患 者 ノ「マ ラ リアj二 侵 サ ル ・ トキ ハ、殆 ン ド常 二

結 核 病 竈 ノ振 大 及 壇 悪 ヲ來 タス ト.(垂 北 横 川抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

WernerKellath=ZinkkastenzurTuberkenbacillen・

ztichtungbei】maximalerFeuchtigkeit(Hyg.Inst.

Univ.Breslau).(ZbL£BakLLerig.Bd .113.H.

7/8。S464。)

從 來 結核 菌 ヲ培 養 ス ル試 験 管 ロ ノ封 鎮 二用 ヒタ ル 「バ

ラフィソ」或 ・・"Siegellack"等 ニ ハ 種 々ノ不 便 ヲ俘

ヒタ ル ヲ以 テ今 同 特 殊 ノ考 案 ヲ 爲 セ リ。 其 レハ ー ッ

ノ亜 鉛 函 ノ下 層 二牽 出 シヲ設 ケ、之 レ ト其 ノ上 層 ナ ル

圭 室 ノ間 ナ,レ隔 壁 ニ ハ多 ク ノ小 孔 ヲ作 リ、主 室 内 ニ ハ

培 養 試験 管 ヲ納 入 、而 シテ下 層 ノ牽 出 シニ容 ル ・二約

3emノ 深 サ ノ 「チ モー)V」 結 晶 ノ小 片 ヲ投 ジタル水 ヲ

以 テ セ リ。 此 レ ヲ使 用 ス ル トキハ、(1)培 地 ハ撒 週

二瓦 リテ新 鮮 ニ シテ乾 燥 ス ル コ トナ ク、(2)從 來 二

比 シ テ菌 ノ登 育 可良 、(3)随 時 鏡 検 的i追求 可 能 ニ シ

テ早 期 診噺 二便 、 全 〃利 盆 ア リ。(北 研 糟 谷 抄)

Dr.W.Strempe1(UniversitaちBem):VberTuber・

kelbacillamiebeiVersuchstieren.(Zentra1.Bl.ftir

Bact.1.orig.1935.Bd.133.H.3/4)
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fv-一 ヴxソ ス タ イ ン」二依 テ 提 唱 セ ラvタ)レ 流 血 中

結 核 菌 培 養 法 ノi野照 トシテ、乃 至 ハ 其 ノ實 用 的 債 値批

剃 ノ 目的 ヲ以 テ、 結 核 ヲ感 染 セ シメ タ ル 動物 二就 テ

「v一 ヴ.yス タ イ ソ」茂 法 ヲ追 試 シ、 次 ノ如 キ結 果 ヲ

得 タ リα

(1)24匹 ノ家 兎 及 、13匹 ノ海狸 二結 核 菌 ヲ感 染 セ シ

メ 「t/」氏法 二俵 ル流 血 中結 核 菌 培 養 ヲ総 計1804施 行

セ リ。

(2)家 兎静 脈 内 二結 核 菌(人 型5-10mg、 牛 型1mg)

ヲ注 射 シタ ル ニ、注 射 後2週 間 マ デ ハ流 血 中 二確 實 二

菌 ヲ謹 明 ス ル モ、3-33週 後 ニ ハ其 ノ成 績 不 定 ナ リ。

(3)e皮 下 注 射 ノ場 合 、 家 兎 二 於 テ ハ(人 幽 牛 型 共 各

10mg宛 注 射)流 血 中結 核 菌 陽 性 成 績 ハ牛 型 注 射 例 ニ

ノ ミ認 メ ラ レシ モ、ソ レハ注 射 直後 カ ラ鍛 日 ノ間 力、

叉 ハ 死 ノ縛 臨 ヲ トル籔 日前 二限 ラ レタ リ。

(4)海 狸 ノ皮 下 二注 射 シタ ル場 合 ニハ 、流 血 中結 核 菌

陽 性 成 績 ハ2例 ノ ミナ リキ。(中1例 ハ 屍 盟 血液)

(5)著 者 等 ハ全 テ動 物 ノ心 臓 ヲ穿 ス 」レコ トニ依 リ、5

-10caノ 動 脈 血 ヲ得 テ之 ヲ培 養 二使 用 セ リ
。

(6)菌 血 症 が存 在 ス ル ヤ否 ヤハ 、結 核 病 攣 ノ輕 重 、 或

ハ蔓 延 ノ程 度 如 何 トハ無 關 係 ニ シテ、叉 ソ レガ全 勇 結 』

核 ノ際 二必 登 ス ル トモ限 ラ ズ。

(7)菌 血 症 ハ現 二家 兎t"結 核 二 感 染 中 カ レカ或 ノ・巳

二其 レガ輕 快 シタ ンレ場 合 二於 テ モ、之 二非 特 異 的 刺 戟

(例 ヘ バ全 探 血 ノ如 キ)與 フ レバ 之 ヲ惹 起 ス。即 コ ノ非

特 異 性 ノ原 因 ナ ル モ ノ ヲ敷 行 ス レバ 、彼 ノ多 登 性 關 節

炎 、 或 ハ共 他 ノ疾 病 二關 聯 シ テ 菌 血 症 ヲ號 見 シ得 ル

事 モ想 像 ス ノレヲ得 ベ シ。然 シ逆 ニ コ レ等 一 見 結核 ト無

關 係 ナ ル疾 患 ガ結 核 菌 菌 血 症 ノ 結 果 ナ リ ト断 定 ス ル

コ トハ爾 早 ナ ル可 シ。

(8)y一 ヴヱソタ イ ソ氏 法 ニ ヨ ル流 血 中結 核 菌 謹 明法

二關 シテ謂 所 「鏡検 的 陽性 培 養 成 繍 ナ ル モ ノア レ ド

モ、 コ レニ就 テ ハ更 二二 次 的 培養 、叉 ハ動 物 實験 ニ ョ

リテ確 實 ナ ル陽 性 成績 ヲ得 タル場 合 ニ ノ ミ、初 メ テ之

ヲ承 認 ス可 キ モ ノ ニ シ テ、軍 二第 一 次 培 養 基 上 ノ塗 抹

物 ヲ染 色 匂 レノ ミニ テ へ 結 核 菌 力或 ハ 他 ノ異物 カ ヲ

剣 定 ス ル事 ハ時 二著 シ キ誤 謬 二昭 ル惧 レ ア リ。然 シ假

二培 養 成 績 結 核 陰 性 ナル場 合 二於 テ モ、動 物 試験 、其 他

二依 リ流 血 中菌 陽 性 ヲ詮 明 シ 得 ル事 ア ルハ事 實 ナ リ。

(北 研 糟谷 抄)

DenysetA.Alliaume;ModificationduPouvoirag.

gllltinogもneetde1'agglutinabdht6d'unesouche

録 (第13巻

homo9もaedeBacillesdeKoch.(CR・delaS◎c。

deBiol.To】 【ne118,(1935),200.)

結 核 菌 ヲ其 ノHomolo9免 疫 血 清 ヲ 加 ヘ タfグ リセ

リソ,ブ4ヨ ン」中 二培 養 シ得 タ ルHom◎geneKultUr

二就 テハ 前 同 二 報 告 シ タ ル モ(Bull.de1'Aead.de

Med.deBelgique,Janv.1933.P・69)彼 ノ場 合 ノ 菌

ハ、 共 レ自勇 デ免 疫 シタ ル 血清 ニテ ハ凝 集 サ レザ,レ

ナ リ、而 シ其 ノ培 養 ヲ世 代 縫 績 中 二得 シ今 同 ノ菌 バー

定 ノModificationヲ 受 ケ テ、Homolo9ノ 血 清 ニ ョ

リ立 派 二凝 集 サ レル様 ニ ナ リタ リ。 即、前 後 ノ實験 ヲ

通 ジ テ見 ル ノニ、 此 ノHomogene培 養 菌 株 ハ凝集 元

ト シテ モ、 亦 被 凝 集 性 ノ 見地 習 リ シテ モ、全 ク異 ナ ル

2ツ ノ型 二dissozierenシ タ リ。 而 シ テ家 兎 二接種 ス

レ バ何 レモ共 二瞭 ラ カ ナ ンレ菌 血 症 ヲ起 シ、シカ モ伺 該

動 物 二i封 シテ明 瞭 ナ ル免 疫 元 性 ヲ保 持 シ居 レ リ。叉 コ

ノ菌 株 ハ累代 ノ家 兎 通 過 ニ ヨ ツ テ 少 シモ 獲 化 セズ ヵ

ナ リ固 定 サ レテ居 レ リ。

(爾 、 「コ ロ ニー」ノ形 状 ヨ リ シテ 前 同 ノ菌 株 ハS二y

テ、今 同 ノ愛 異 種 ハRナ ル ガ如syb)。(北 研 糟 谷 抄)

DenysetA.AIIiaume:Surlatransformatiend'une

souchedeB.deKochdutypehomogened'Arloing り
entypeclassique.(C.R.delaSoc.deBiol.Tome

118.(1935),202)

Arloingニ ョツ テHomogeneKulturト 爲 サvタ

人型 結 核 菌 ハ、著 者 等 ガ約2ケ 年 保 存 中、 液 禮 培 地 二

於 テ ノ・極 メ テ薄 キ膜 力Homogen培 養 ノ傾 向 ヲ示 ン、

固形 培 地 上 デ ハ 明瞭 二S型 ノ性 状 ヲ表 示 セ リ、今 同此

菌 株 ヲL6wensteiri培 地 二移 植 シ、 大 多撒 ノS型 即

Homogen株 ノ外 二、 少 籔 ノR集 落 ノ登 生 ヲ見 タ リ。

此 ノ墾 異 型 ノ菌 ハ 原 型 ノ保 有 ス ル 免疫 元 性 ヲ殆 ソ ド

清 失 シ居 レ リ。 コ ノ 攣 異 ハinvitroノ ミナ ラズ、in

vivρ 即 累 代 ノ家 兎 通 過 中 二観 察 ス7Y事 出 來 タ リe

(北 研 糟 谷 抄)

LNbgreetJ.Bretey:Surcertaine3prepri6t6sbie・

log董quesdescultureslissesdeB。tUberculeuxobte-

nuesparlam6thededes導njectionsd,extraitac6te鱗

niquesdeB.deKoch.(lnstitutPasteur).(CRde

laSoc.deBio1.To】me118,(1935),295) 、

結 核 菌 ノ生 物 學 的性 質 ヲ研 究 セ ソ トシテ、豫 メ人 型結

核 菌 ノ「ア セbソ 」抽 出物 ヲ反復 注 射 シ タ1ヒ海猿 二、結

核 性 病 竈 ヨ リ得 タ材 料 ヲ接種 シ其 ヨ リ、一 種 ノS型 ノ

抗 酸 菌 ヲ分 離 シ得 タ リ。 即 チ該 菌 株 ハSauton氏 培
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地 二培養 ス,レ ト、深 部 二登 育 ス ル傾 向 ヲ示 シ、液 面 ニ

ハ薄 膜 ヲ作 リ、培 地 ヲ酸性 二憂 化 ス ル。 登 育 温 度 ハ ヤ

ヤ高 ク、38。Cヲ 好 適 トヌ。

海 猿 二接 種 シ、rツ ペ,レク リ ソ、 アVjレ ギ ー」獲 得 セ シ

ヘ コ ノ菌 株 ノ特 性 ハ 分離 當初 ハ家 兎 ヤ、 鶏 ニ ハ相 當

ナル毒 性 ヲ示 ス ニ係 ラズ海 猿 二毒 性 無 シ。然 シコ ノ性

質(家 兎及 鶏 二封 ス ル毒 性)ハ 累 代 培養 ス ル ト比 較 的速

二失 ハ,レ、又 此 ノ菌 株 ノR二 憂 異 ス ル ト海 狽 二封 シテ

毒 性 ヲ表 ス ニ至 ナレ。 本 菌株 ハ 、 海狸 二 於 ケ ル 實 験 的

(人 型 菌 ノ)結 核 二封 シテ ー 定 度 ノ免 疫 性 ヲ 示 ス コ ト

確 カナ リ。要 塔ル ニ コ ノS型 抗 酸 菌 ハ結 核 菌 ノー種 二

相 違 無 ク、 而 モ多 少 攣 化 シ タ モ ノ ト考 ヘ ラ レル ナ リ。

(北 研 糟 谷抄)

R。LaporteetU.Battagleni:Etudedescaractbres

deculturedesB.tuberculeuxbovinudysgoniques

α簸stitutPasteur).(C.R.delaS◎c.deBioLTo]me

118,(1935),302)

最近 英 國 ノ研 究 者Griththノ 提 唱 ス ル 虎 二依 レバ、

「グ リセ リy」 加 培 地 二於 ク}レ 結核 菌 ノ登 育 ノ様 式 二

2種 ア リテ、最近 分離 セ ラ レタ ル牛 型 菌 ノ多 クハー 般

二「グ リセ リ ソ」加 培 地 二於 ケ ル 登 育 悪 シ。 コ レハ即

"Typedysgonique"=劣 性 型 ト 呼 ブ 可 キ モ ノナ リ、

一般 人 型 菌 ハ、 反 之、 登 育 良好 ナ リ、=レ ハ,,Type

eugeRique"=優 生型 二 外 ナ ラ ズb云 フ。 著 者 等 モ コ

ノ事 實 ヲ 追 試 セ ソ ト シ、 現 行 ノ 結核 菌培 養 法 ヲ用 ヒ

テ牛 型菌 ノ 研 究 ヲ績 ケ 居 ル 中、 最近 一 種 ノ,,Type

dy$gonique"1・ 思 ・・,v・ モ ノ ヲ 分離 シ 得 タ リ。 コ ノ

菌 ノ特 性 ハ

(1)L6wenstein氏 培 地 上 ニ テ ・・、 一 般 二登 育 が不

良 ニ シテ初代 二於 テ5-10週 間 後 二漸 ク5v-re」 デ

見得}レ程 度 ノ小 ニ シテ、透 明 ナ ル聚 落 ヲ形 成 シ、 籔 ケ

月 ノ後 二始 メ テ、 牛球 形 ノ帽 針 頭 大 二 達 シ、 色 ハ白

ク、 表 面 ハ滑澤 ナ リ。海 猿 ヲ通 過 ヌ レバ登 育!ヤ ・良

好、4-5週 ノ後1.5-2.Omm二 達 シ、 色 ハ稽 ミ黄

色 ナ リ.

(2)馬 鈴 薯 「グ リセ リyjニ ハ 獲 育 非 常 二悪 〃且 、 遅

シ。

(3)Sautonノ 合 成 培 地 ニ ノ・、 深 部 二 登 育 シ タJve

ノハ 白色 ノ塊 ヲ形 成 シ膜 ヲ造 ラ ズ。表 暦 二蛋 育 ス レバ

4--5mo後Reflexニ ヨツ テ辛 ウ ジテ 見 エ ル 程 度 ノ薄

膜 ヲ形 成 ス。 培 地 ノPHハ 最 初 ハ7.4-7.2ニ シテ

7.6位 二傾 ケ バ後 ノ・次 第 二酸性 二傾 キ、14週 後 ニ ハ

録 503

6.0二 達 ス。

(4)Besredka培 地 ニ ハ獲 育 佳 良e

(5)最 近 試 ミタ ル塵 ナVド モL6Wmstein培 地 ヨ リ

「グ リセ リ ソ」 ヲ除 キ、V3容 駐ノ 普 通 「プ ィ ヨ ン」ヲ

加 へ、850C水 蒸 氣 中 デ凝 固 セ シ メ タ 培 地 ハ=ノ

,,TypeDysgonique"登 育 二適 當 ス ル 襟 二思 ノ・;/;レ

ナ リ。(北 研 糟 谷 抄)

RLaporteetU.BattagleRi:Etudedescaractもres

morphologiquesdeladissociationdesB.tuber-

culeuxbovinsdysgoniques,(InstitutPasteur)(C

R.delaSo《r.deBioLT◎me118,(1935),3Q4)

前 同、C.R.delaSoc.deBioLT.11S・P・302二 報

告 シタ、 牛 型 菌 ノ 謂 所,,Typedysgonique"二 就 テ

ノ研 究 ヲ績 行 中dysg◎nique→Eug。niqueノ 縛 化 ヲ観

察 シタ リ。 即 チ牛 結 核 ノ材 料 ヲ 「エ ム ル ヂ オ ソ」bシ

固 形 培地 二培 養4週 目 二、 定 型 的 ノT'.dysgonノ 小

聚 落 ヨ リシテ、 非 常 二登 育 良 ク、 形 態 上全 ク、Rニ ー

致 スル 集 落 ヲ登 生 シタ.之 即 チ,,Typ.Eugonique,"

ニ シテ コVハ 矢 張 リ家 兎 ヤ、 海 狸 二i封シ 有毒 ナ リ.

前 後 ノ實験 ヲ通 ツテ得 タ ル知 見 ヲ総 抵 ヌ ル ニ、"Typ.

dysg◎ パ,ハ 善 通 培 地 二 登 育 不 良、Besredkaノ 如 キ

特 殊 培 地 ニハ登 育 良 好 、而 シテ ソノ聚 落 ノ形 態 ハS二

類 似 シ居yリ 。然 ル ニ、,,Typ.Eugoni"ノ 方 ハ讐 通

,培 地 ニ モ蜜 育良 好 ソ ノ形 状 ハR二 酷 似 ス 。 家 兎海 猿

二i封ス ル毒 性 ノ・雨 者 共 饗 化 ナ シ。 ぐ北 研 糟 谷 抄)

G。Carriere,P。MartinetA.Dufesse:Las6ro・coa-

gUlationdeWeltmannetlar6actieRdeTakata・

AradanslatUberculosepUlmonaire,(C.R.dela

Soc.deBio1.Tome118,(1935),460)

著 者等 ハ、 滲 出 型或 ハ 壇 殖 型 等種 々病 型 ヲ異 ニ ス ル

肺 結 核 患者27例 二就 テ、 ソノ病 型(Exsudativ或 ハ

Produktiv)ノ 診 噺 的債 値 二關 シ、Weltmannノ 血 清

凝 固反 慮 、PolBowskietWaremburgノ 記載 セ ル法

二俵 ル血 清 「ア ♪レブ ミY」 指 敷 、Westergren法 二依 ル

赤血 球 沈 降 速 度測 定、Takata・Ara反 磨 等 ヲ比 較 試 験

シ次 ノ見解 二到 達 シタ リ。
ゆ

帥 、Weltmann氏 血 清 凝 固 試験 ハ 病 型 ガ 滲 出性 力、

壌殖 性 カニ直 接 ノ關 係 ヲ 有 ス ル、 郎 進行 性 ノ モ ノデ

ヘ コ ノ測 定 値 ハ減 少 ヌ ルモ、増殖 性 ノモ ノデ ハ凝 固

可能 ノ血 清 稀繹 度 ハ 高 キ値 ヲ 示 ス.シ カ ジテ コ ノ反

癒 ハ決 シテ結 核 二 特 異 的 ノ モ ノナ ラ ズ、 軍 二炎 症 ガ

mehrexsudativ力 或 ノ・Pr◎ductivデ ア ル カニ關 ス ル
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二過 ギズ。 然 ンテWeltma蓄m値 ハ決 シテ、 赤 沈 値 、

或 ノ・Takata・Ara値 トハ 李行 セズ、 後 者 ノ・專 ラ血清

中 ノ「ア ル ブ ミソ」指 撒 二關係 ヲ有 ス,V二 反 シ、前 者 ノ

由 來 ス ル虞 ハ、軍 二 糠 レノ ミニ限 ラ ザ ル如 ク思 考 セ ラ

ル ナ リ.(北 研 糟 谷 抄)

R.Debr6etM.Perrault(1'lnstitutPasteur):La

dispersiondubacilledeKoch,Jug6eparl'6tude

bact6riolegiquethistelogiquedesergansettissus

pr61evesPostmertem。

(第1報)〔1〕R6sultatsobteRuschezlestuberculeux

pUlmonairesadutes.(C《 》mpt.Reii・i.delaSoc.

Biol.;1935,Tom.143.NG.1.、

或 ルー 定 ノ臓 器 二遙 行 セ ル 結 核 性 病 塑 が見 出 サ ル ・

場 合 二於 テ、同 時 二他 ノ臓 器 が其 レ自 均 二 封 シ テ左程

病 原 的意 義 ハ無 シニ結 核 菌 ヲ藏 シ、且 コ レヲ流 血 中 二

放 出 シ居 ル モ ノ トセ バ、コ ノ場 合 菌 血症 ノ成 生 二可能

性 ア リ ト考 フル ヲ得 ベ シ。 故 二本 實 験 ノ目的 ハ、相 當

進 行 セ ル成 人 肺 結 核 患 者 ノ死 後 其 ノ 各 臓 器 中 二於 ケ

ル菌 ヲ槍 索 シ之 ガ分 布 状 態 ヲ明 カニ シ、コ レニ依 テ 豚

ノ患 者 生存 中菌 血 症 ノ有 無 ヲ推 論 セ ソ トス ル ニ ア リ。

(1)實 験 方 法 ハ、 入 ノ成 人 ノ進 行 肺結 核 患 者 ノ死 後、

其 ノ各臓 器(右 心 室 中 ノ凝 血 、 筋 肉 、 肝臓 、 腎臓 、 副

腎 、 膿、 鼠 瞑腺)ヲ 摘 出 シ、 ソ ノ小 片 ヲ 磨 碑 ジ テ乳

剤 ト爲 シ硫 酸(1・5%-10-2・)分)ヲ 以 テ虞 置 シ、 其 ノ

ー 部 ハ}ζニム ∠ 孟 タ イ ソ氏 卵 培 地 二塗 抹 シテ
、確 實

ナ ル聚落 ノ験 生 ヲ観 察 シ、他 方 ニハ 此 レヲ海猿 二 注射

シ タ リ、斯 ノ如 キ細 菌 學 的検 査40組 中10例 陽性 ニ シ

テ他 ハ陰 性 二終 レ リ。然 モ陽 性 ノ場 合 二於 テ ス ラ ソ ノ

組 織 切 片 中 ニ ハ常 二結 核 菌 ヲ號 見 シ得 ザ リキ。

(2)コ ノ貿験 二依 レバ成 人 肺結 核 ノ 末 期 二於 ケ ル菌

血 症 ハ存在 セ ズ ト云 フ ヲ至 當 トス可 シ。即 チ是 等 ノ患

者 ノ死 後 、其 ノ種 々 ノ臓 器 中 ノ 多 ク ノモ ノノ・結 核 菌 ヲ

有 セ ズ.組 織 検 査 ハ 勿論 少 ナ ク トモ培 養 、及 動 物 試験

ニ テ ソ ノ陽 性 ヲ謹 明 シ得 ザ リ シ ヲ以 テ ナ リ。

(3)恐 ラク ハ、一般 的 二 云 フモ、 結 核 菌 菌 血 症 ハ ム シ

ロ例 外 ノ出來 事 二團 シ、叉 起 ル トス ル モ多 〃 バー 過 性

ニ シテ、 ソ ノ程 度 モ輕 キ モ ノ ナ ル可 シ。

(北 研 糟 谷 抄)

「=vホj菌 ノ分 佑

R.bebr6etMPerrault(1'institatPasteur):La

DispersionduBacilledeKoch,・ … 第2報 、(II〕

R6sultatSobtenuschezlesNourrissonsissusde

録 【第】3巻

parentstuberculeuxetlesNurrissonsatteintsde

l6sionsdeTuberculose .(同 誌)

本 實 験 ハ 生後 間 モ ナ キ哺 乳 ガ成 人 結 核 患 者(多 ク ハ雨

親)二 接 謁 感 染 シテ死 亡 後 、 其 ノ各 臓 器 中 ノ菌 ノ分布

状 態 ヲ第 一 報 二於 ケ ル ト同 檬 ノ術 式 ヲ 以 テ検 索 シタ

蝉!二、 次 ノ結 論 ヲ穿辱曇タ リ。

(1)哺 乳 見 二於 ケ ル結 核 ノ第1次 感 染 ノ場 合 ニハ、血

行 中 菌 ノ出現 ハ、時 二共 ノ頻 度 相 當 ノ数 二 昇 ル コ トア

ル モ、 多 〃 バー 過 性 ニ シテ、全 禮 的 数 字 ノ上 ヨ リ見 テ

サ シテ圭 要 ナ ル意 義 ヲ有 セ ズ。

(2)コ ノ菌 ノ血 行 中撒 布 ノ起 ル 時 期 ハ‡ トシテ 「アV

ル ギー」前 期 二相 當JXIvモ ノ ニ シ テ、 コ ノ事 實 ハA.

Saenz,及RBr◎ca等 ノ實 験 成 績 トヨ クー 致 ス。

(北 研 糟 谷 抄)

結 核 實 験 中 局 所 的 「ア レル ギ ー」ノ探

JuljanK㏄hanowski.Universit6(JeanCasimir.):

RecherchessurIatopographieallergiquedansla

tubercu1。seexp6rimer・tale.(同 誌)

本 實 験 ノ 目的 ハBCGヲ 注 射 シテ感 作 噸 ル動 物(海 猿)

ノ種 々 ノ臓 器 二於 ケ ル局 所 的 「ア レル ギーJノ 關係 ヲ

明 カニ セ ン トス ル ニ ア リ。

方 法 ノ・海 狽 ノ腹 腔 二BCG50-200mgヲ 注 射 シ、15

20日 ヲ縄 テ充 分 ナ ル皮 膚 「ア レル ギ ー」ノ成 立 セル ヲ

確 カメ得 タ ル後 、 外 科 的 手 術 ノ下 二、 肺 、 肋腰 、 腹

膜 、 肝 臓 、 腸 壁 等 二各100倍 ノ「ッ ペ ル ク リ=ソ」O.1aa

宛 ヲ注 射 シ、 ソ!示 ス 「ア レル ギ ー」反 庶 ヲ皮 膚 二於

ケ'レ夫 ト比 較 セ リ。

且 、 臓 器 二於 ケ ル 「ア レル ギー」ノ程 度 剃 定 ノ 目標 トシ

テ ハ、組織 一 立 方 糎 中二現 ハ ル ・fエオ ジ ソ鰭 好細 胞 ノ

轍(「ギ ー ム ザ」染 色)ヲ 以 テ セ リ。其 ノ結 果 ハ次 ノ如 シ.

(1)コ ノ 「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 ノ多少 ヲ以 テ 示 サ ル ・

各 臓 器 ノfアV,Vギ ー」ノ程 度 ハ、決 シテ皮膚 反慮 ノ程

度 ト李 行 ス ル モ ノニ非 ズ、郎、 皮 膚 反 磨 ノ著 明 ナ,レ動

物 ニ テ ハ、ソ ノ皮膚 反 晦 が現 ハ ル ・ヨ リ以 前 二於 テス

ラ、 肺 、肝 臓 等 ニ テ ハ 巳 二 「ツ ペ ル ク リソ」注 射 後6-

10時 間 ノ後 ニ ハ特 異 ノ「ア レル ギ ー」反慮 ヲ現 ハ ス。

コ ノ關 係 ハ皮 膚 反 慮 陰 性 ノ場 合 二於 テ モ認 メ ラ,レ。

(2)然 シコ ノ事 實 二反 シ テ、 腹 騰 肋 膜 、腸 壁 等 二現

ハ ル ルfア レル ギー 」反 慮 ハ 皮 膚 反 慮 ノ 程 度 ト好 クZIS

行 ス。 一 般 二 「エ オ ジ ソ」嗜好 細 胞 反 慮 ハ 腹 膜 二於 テ

最 モ強 ク現 ル ・ヲ常 トス。 コ ノ實 験 ハ爾 綴 行 申 ナ リ。

(北 研 糟 谷抄)
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結 核菌 ワ分 離 二關 ス ル研 究 、 第 一報

KonradE.Birkhaug:直tudessurladissociationdu

mycobacteriumtubercul・sis.(AnnalesdeL'institut

?asteur.T.ξ レ4LNo.1。1935).

結 核 菌 ノ分離 二就 テ へ 既 二Ga§perini氏 が結 核 菌 ノ

ーActimomycesalba二i墜 リ得 ル 事 ヲ登・表 シ テ カ ラ、多

数 ノ研究 者 が、或 ヒバ牛 型 結 核 菌 が鳥 型結 核 菌 二、 或

ヒバ毒 力 ア,レ結 核 菌 ガ 毒 力 ナ キ モ ノ ニ墜 化 ス ル事 等

ヲ報 告 シタ。1921年Arkwright民 が 腸 内細 菌 二 於

テ、R(Rough)型 トS(SmGoth)型 トヲ匠別 シ テ カ ラ

結核 菌 二就 イ テ モ ソ ノ 研 究 が盛 ソニ ナ リ、1927年

Petroff氏 ・・結 核 菌 集 落 ニ ヨ リR型 、S型 、F.S(flat

・smooth)
、及 ビCh(Chromogenic)型 ヲ匠別 シ、 ソv

等 ノ生 化學 的 、免 疫 學 的 、並 ビニ病 理 學 的 異 同 ヲ研 究

シタ"

著 者 ハ結 核 菌 ノ分 離 二就 イテ研 究 セ ソ トシ、之 ノ2ケ

年 間 二鳥 型 菌2株 、牛 型 菌2株 、人 型 菌2株 、 弱毒 鳥

型 菌1種 、 弱毒 牛 型 菌(BCG)1株 、 弱 毒 人型 菌1株 、

合 計9株 ノ結 核 菌 二就 キ、ソ ノ分 離 サ レタ集 落 旨 リ得

タ菌 ニ ツ キ、生物 學 的蚊 ビニ物 理 化學 的性 状 ヲ研 究 セ

ン ㍗シタ。

菌 ヲ分 離 ス ル ニ ハNinni氏 法 二從 ヒ、 先 ヅ選 ンダ結

核 菌 ノ各 々 ヲ海 猿 ノ頸 淋 巴腺 二注 射 シ、菌 血 症 ヲ惹 起

セ シメ、 〃 血 液 ヲL6wenstein氏 培養 基 二 先 ヅ植

工、 更 二Sauton氏 培 養 基 ニ モ培 養 シ テ 次 ノ ヤ ウナ

結果 ヲ得 タ。

1)使 用 セル 各型 菌 カ ラ 分 離 サ レタS,R,Ch型 ノ・

一次 ノヤ ウデ アル。

分 離 サ レタ型 ノ%璽

鳥 型(S型)

牛 型(R型)

人 型(R型)

R

4.2

85

93

S

95

13

6.9

Ch

O.8

2

0.1

2)分 離 サyタ 各 菌 ノ 大 サハ ソノ型 ニ ヨ リ差 異 殆 ン

ドナ 久 長 サ2・5u,前 後.幅0.4艮 前 後 デ アル.

3)各 菌 ヲ培 養 基 二鍛代 値 工替 ヘ ル 事 二依 リ叉 ハ動

物 ヲ通過 ス 噸 ニ ヨ リ、 次 ノ如 ク各 型 二墾 化 スノレ。

鳥型 菌R型

,,S

;Ch

牛型菌R

培 養 基通 過

R-S-・Ch

S--R-Ch

攣 化 セ ズ

R-S-Ch

動 物 通 過

R-S-Ch

S-R-Ch

愛 化 ヤ ズ

R-S--Ch
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牛 型 菌S

牛 型 菌Ch型

人 型菌R

,,S

,,Ch

弱 毒 鳥 型 菌S型

,,S

弱 毒 牛型 菌R

、,S

,,Ch

弱毒 人型 菌R

,,S

h

ズ

　

ズ

選

慰

襲
R-S

S-R

S-R

攣 化 セ ズ

R-S-Ch

S-R

攣 化 セ ズ

R-S

S-R

R-S-℃h

S-R

Ch-S-R

R-S

S-R

4)各 菌 ノ蛮 育 ノSautGn氏 培i養基(pH7.4)ノpH二

及 ボ ス影響 二就 キ、 培 養10週 間 ヲ観 察 セ ル ニ、 鳥型

菌 二於 テ・・R型 ・・酸 性 二、S型 ノ・Alkali性 二、 牛 型

菌 二於 テノ・R型 ・・Alkali性=、S型 ノ・酸 性 二、 人 型

菌 二於 テハR型 デ ハ饗 化 セ ズ、S型 ハ酸性=墜 化 セ シ

メ ルP。

爾 各菌 株 ノR型 トS型bヲ 混 合 シ テ 培 養 シタ場 合 二

・・、 鳥型 菌 ノ・Sauton氏 培 養 基 ヲA}kali性 二、 牛 型

菌 及 ビ人 型 菌 ノ・酸性 二攣 化 セ シメ ル。

5)各 菌 ノSauton氏 培 養 基 上 ノ培 養 至 適pH10週

間 後 ノ獲 育菌 量 トヲ比較 ス ル ニ、何 レノ菌株 、 何 レ ノ

型 二於 テ モ殆 ソ ド大 差 ナ 久 至 適pHハ6.5-7.0、

獲 育 菌 量(乾 燥 重 量)2-1.59デ アッ タ。

(傳 研 柳 澤 抄)

乳 見 二於 ケ ルBCGVaccinノ 鼓 力 ノ評 債 二就

イ テ

M.J.ZeylandetMmeEPiasecka・Zeyland:Essai

d,evaluationdel'e伍cacit6duvaccinBCGChezles

nourriss◎ns.(AnnalesdeL/institutPasteurT.5孔

No.1.1935)

人 間 二於 ケ ルBCGノ 数 力 二就4テ ハ、 多 クノ業 績

ガ報 告 セ ラ レテ ヰ ル が、是 等 ノ中 デ統 計學 專 門 家 ノ批

評 ヲ直 シタ モ ノハ甚 ダ少 イ。元 來 小見 二BCGヲ 與 ヘ

ル事 が困難 デ アル シ、 ソ レニ コvトBCGヲ 與 ヘ ナ イ

小 見 トヲ同一 條 件 デ育 テル 事 ハ更 二困 難 ナ事 デ ア,レ.
タ

著 者 等 ハ是 等 ノ事 ヲ深 ク考 慮 シテ研 究 ヲ遙 メ タ.

192S年2月 カラ1934年1月1日 マデ ニ5572名 ノ

小 見 ト6名 ノ大 人1・ ヲ選UXコv二BCGヲ 経 ロ的

二・ 叉 ハ注 射 ニ ヨ リ投 奥 セ ル ニ
、ソノ死 亡 セメシ小見 中

カ ラ81例 ヲ解 剖 シ.ソ ノ腸 間 淋 巴腺 及 ビ扁 桃腺 ヨ リ
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BCGヲ 分離 シ得タモノガ16例 アツタ。

別二BCGヲ 投與 シナイ小見?ヲ選ビ、コノ小見等 ト

BCGヲ 投與 シタ小見 トヲ同一條件 デ育テ・、初年目

ノ結核罹患者 ト結核死亡者鍛 トヲ比較 シテ 見ルト次

ノ如 クナル.

結核罹 結核死

患者薮 亡者藪

BCGヲ 投與 セル小見K716(11%)3(2%)

BCGヲ 投與セザル小見6121(33%)4(69%)

コノ結果カラ見ル トBCGヲ 投與セル小見ノ結核罹

患李及ビ死亡率へ 何 レモBCGヲ 投與ヤザル小見

ノソV/V驚 デァル。(傳 研 柳澤抄)

結 核 菌 補 膿 結 合 及 窟 用 抗 元 ノ研 究(第 一 報)

加 熱 殺 菌 菌 膿 ヨ リ抽 出 セ ル 勺 ボ イ ド」檬物 質 中

二含 有 セ ラ レル抗 元 二就 テ

MA.MacheboeufetGeorgetteL6vyaveclacoll-

ab。deM.Chambaz:直tudesswlesantigさnesfixa・

tricesde§Bacillestuberc.(ARnalesdeL'instistUt

PasteurTろ4.No.■1935)

Much,KurtMyer,Besredka,P6troff,B◎quetet

Nさgre等 ノ學 者 二 依 ツ テ 結 核 菌 盤 ヨ リ抽 出 サvタ 補

膿結 合 反 慮用 抗元 ハ未 ダ如 何 ナ ル 精 製 モ試 ラ レテ オ

ラ ズ混 合物 二過 ギナ イ。著 者 等 ハ此 鮎 カラ結 核 菌確 ヨ

リ「リ ポ イ ドEk物 質 ヲ抽 出分 割 シ テ 其 如 何 ナ ル部 分

二有 数 成 分(Propri6t6sfinatrices)ガ 存 在 ヌ ル ヤ、其 有

数 成分 ノ・輩 一 物 質 ナ リヤ叉 ハ 近 隣 物 質 ノ混 合 物 ナ リ

ヤ ヲ研 究 シ、 途 ヒ ニハ之 ヲ精 製 シテ不 純 物 及 ビ 「ツ ベ

ル ク リソ」機 物 質 ヲ除 去 シ、 其 化 學 的 性 状 マデ モ究 ハ

メ ン トシタ。

i著者 等 ハ先 ヅP6troff,BoquetetN壱gre,Besredka ,

ノ三 抗 元 ヲ撰 ビ、 實 験 ニ ヨ ツ テBoquetetNさgreノ

抗元 ノ最 良 ナ ル ヲ確 メ、此 抗 元 ヲ以 テ標 準 液 ヲ作 リ、

著 者 等 ノ抗 元 トノ比 較 二供 ンタ。 即 チ該 抗元 ヲ 「メ チ

ー ル ア 」lz・・-2レ」 ヲ以 デ稀 葎 シ其1 .0億 ニ ツ キ溶 解 物

質 ノ0・50m9ヲ 精 確 二含 マ シメ、 光b空 氣 ヲサ ケ テ

冷 室 二貯 藏 シ實験 ノ都 度 生理 的食 盤水 ニ デ 稀 輝 シ使

用 シタ。 一 方 著 者 等 ノ抗元 モ1.Oaqニ ッ キ精 確 二〇。5

mgノ 溶 解 物 質 ヲ含 マ シメテ 、實 験 二際 シテ ハBoquet

etNもgreノ 抗 元 ノ補 彊 結 合 力(actioit6)ヲ100bシ テ

比較 シタ,使 用 シ タ血 清 ハBCGデ 免 疫 シタ馬 血 清

ノ外 二、 結 核 患 者及 ビ結 核 動 物 ノ血 清 デ ア ルゆ實 験 成

績 ハ次 ノ如 シ.

録 【第B巷

標 液 液rOO

Fract・A(冷 「ア セ ト ソ」抽 出 物)5

Fract.B(熱 「アlvコ ー ル 」抽 出 物 デ 冷

「ア ル コ ー ル 」二溶 解 シ テ ヰ ル 勃

sousイract。Bi(「 エ ー テ2レ 」難 溶 性)O

s・US・fract.B2(ltエ ー テ ル 」易 溶 性

ヂア セ ト ンJ難 溶 性)333

sous・fract.B2(「 エ ー テ2レ 」及 「ア セ

bソ 」易 溶 性 ・8

Fract,C.`熱rア ル コ ー ル 」抽 出 物 デ 冷

「ア 」V=-2レJデ 沈 澱 ス ル物)

sous金act・C】(熱 ヂア ル 諏 一 ル 」難 溶 性)O

sous・fract.C2(熱 「ア ル 惣 一 ル 」易 溶 性

冷 「ア ル コ 。 ルJ難 溶 性)0

§ous・fract,C3(熱 「ア)v=一}レJ難 溶 性

冷 「ア ル コ ー ル 」易 溶 性)2

so"s・flact.Cs(冷 「ア ル コー ル」易 溶 性)150

FractDetE.此 分 割 方 法 デ ・・水 溶 解 性 チ安定

ナ1エ ム ル ジオ ン」ジ・得 ラ レナ イ、其 輔 彊 結 合 力 モbデ

アル)。 塾

以 上 ノ成 績 デ、冷 「アル コ ー一)uj易 溶 性 「ア セ}ン 」難 溶

性 ノ物 質 即 チB2トC,ガ 有 数 成 分 ナ ル コ トヲ認 メヤ

物 理 牝學 的 生 歌 カ ラ此 雨 物 質 ハ 同一 物 デ ア ル ト云 ツ

チ ヰ ル。 此 物 質 ノ燐 含有 量 ハ他 ノイ ヅ レ ノ 「フ ラク シ

ョ ソ」 ヨ リモ鍛 倍 多 ク3.35%デ ア」レ。 デ著者 等 ハ結

核 菌開 ヨ リ抽 出 サ レル 「リポ イ ド」標 物 質 ノ中 デ軍一

型 ノ物 質(unseultypedesubStances)帥 チ冷 「ア,レコ

ー ル」易 溶 性 デ 「ア セ トy」 ニノ・全 ク溶 解 セズ、 然 モ燐

ヲ含有 ス ル物 質 ガ補 盟 結 合 力 ヲ有Nレ ト結 論 シ、B3,

A,,C2ノ 檬 二微 弱 ナ補 膿 結 合 力 ヲ示 ヌ モ ノハ 其 燐 含

有 物 質(desimpuret6sphospho2でes)カ 。少 イ タ メデ ハ

ナ イ カ ト云 ツテ ヰル。著 者 等 ハ 抽 出 サ レタ有 数 物 質 ヲ

「ク ロ ロ フ才ル ム」ト「ア セ トソjデ 精 製 シ、'共activit6

ヲ440マ デ燐 含有 量 ヲ4.9%マ デ高 メ テ ギ》嶢 叉其

N含 有 量 ハ1r3%デ 、 鹸牝 シテ モ9}yc6ro1ヲ 出サ ナ

イ カ ラ16thitine,c6phaline,phosphoglyc6rideノ 如 キ

物 質 デ ハ ナ ク、サ ラニ此 物 質 ヲ「アル §一 ンレ」デ分 割 ス

ル ト、 其 燐 含 有 量 モ異 リ、融 解 鮎 モ異 ル物 質 ガ得 ラ レ

ル カ ラ未 ダ純 粋物 デ ハナ イ ト報 告 シ テ キル。

(傳 研 高 橋 抄)

結 核 菌 ノ化 學 的 研 究(第 二 報)

生 菌 ヨ リ拍 出 分 割 シ タ種 々 ノ物 質 呂就 テ ψ
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M.A.Macheboauf,EDierycket、R、StooP;直tude・

、Chi㎡q越essurlebaciUetuberculeux .(Ann.deL,ins

stitutPast.T.5生Ne.1.1935)

前 同 二於 テ加 熱 殺 菌 セ ル結 核 菌 ヨ リ抽 出 セ ラ レタ ヂリ

Ptイ ド」様物 質 ノ中 デ 補 膿結 合 力(Ponvoirhoptbne)

高 キ物 質 ハ イ ヅ レモ燐 含有 量高 キ ヲ認 メ タ、著 者等 ハ

同榛 ナ方 法 デ生 菌 ヲ麗 理 シ 同 様 ナ結 論 二達 シテ ヰ ル。

生 菌 ヲ塵 理 ス ル ニ際 シテ 著 者 等 ハ 有 数 物 質 ト無 数 物

質 ヲ確 然 ト分 離 セ ソ ト志 シ、實 験 ニ ヨ ツテ該 目的 ノタ

メ ニ へ 種 々ナ 有機 溶 液 中 「ア セbソ 」、 「エ ー テ ル」、

「メチP-・]tzアル コー ル」ノ最 良 ナ ル ヲ確 メ テ ヰル。其 實

験 成 績 ヲ要 約 ス レバ次 ノ如 シ。

,Fract.1.燐 ヲ全 ク含有 セ ズ、抗 酸 性 ナ ク、補 盟 結 合

力全 然 鋏 除 シ、 生菌 バ ア セ1・ ソ」易 溶 性 物 質 デ ァ ル。

殆 ソ ド「ク リー ム」色 ノナ イ 白色 ヲ呈 シ、 乾燥 菌 量 ノ

■7.2%。 鹸 化 ス ル ト大 量 ノ脂 肪 酸 ト多 量 ノ 白色不 鹸

化 物 質 二分 レル が、同 時=「 グ リセ リン」ト水 易溶 性 物

質 ヲ出 ス、 が糟 デ ハ ナ イ。

PFractll同 ジク燐 ヲ全 ク含 有 セ ズ、 補 鵤 結 合 力 鉄 除

ツ、 抗 酸性 ナ キ物 質 デ、 ス デ ニ 「ア セ トンJデ 庭 理 サ

レタ、 菌 開 残 津 ヲ 「エー テ ル」 デ抽 出 シ テ得 タ物 質 デ

ア,レ。 乾 燥 菌 量 ノ2.2%Q

}FractIII燐 含有 量 最 大 デ1 .48%.抗 酸 性 ナ ク、 高

渡(trbsinteuse)ノ 補 禮 結 合 カ ヲ示 ス。 「ア セbソ 」及

「エー テ7レJデ 塵 理 サ レタ菌 艦 残 津 ヲ 「メ チー1レ アル コ

ー一,v」 デ抽 出 シテ得 タ物 質 デ ア ル
。乾 燥 菌 量 ノ2.05%、

全菌 禮 「リポ イ 均 様 物 質 ノ7.7%ヲ 占 ム。

以 上 ノ抽 出操 作 ノ・ス ベテ20"C-15ecノ 低 温 デ 行 ハ

レタ。 著 者 等 ノ實 験 ニ ヨ ル ト、 或 一 ツ ノ抽 出 物 質

くunefractiondon艶e)ヲ 特異 的 二 溶 解 ス ル有 機 溶液

ハ温 度 ガ充 分 低 タナ イ ト他 ノ 「フ ラ 〃 シ ヨ ソ」 モ同 時

二抽 出 シテ來 ル。 例 ヘ バfア セ ト ソコハ20。C以 上 デ ア

γ バ少 量 デ ハ アル が燐 含 有 物 質 ヲ 抽 出 シテ來 ル カ ラ

デ ア ル。 叉 「エ ー テ ル」デ全 然 燐 含有 物 質 ガ 抽 出 サ レ

ナ カツ タ事 ハ怖 異 的事 實 デ、 モ シ 最 初 「ア ル コー]tZJ

デ菌儘 ヲ慮 理 ス ル トN縦 へ冷 「ア ル コー ル」デ ア ツ テ

モ「エー テ,レ」ハ燐 含有 物 ヲ抽 出 シテ來 ル.叉 探 菌 後 直

・チ ニ操 作 ヲ始 メ ナ イ ト
、 例 ヘ バ菌 盟 ヲ 水 ニ ツ ク タ儘

二・3日 氷室 二保 存 シテサ へ、 「ア セ トンJ及 ビ 「エ ー

テル」ハ燈 含有 物 質 ヲ抽 出 シテ來 ル。 依 ツテ菌 盟 中 ノ

含 燐脂 肪(9raissesphGsphor6es)ノ 如 何 二「ラ ビー ル」

デ アル カガ 分 ル}云 ツ テ ヰルの 燐 含有 物 質 ヲ抽 出ス

録 507

ル ニ ハ、 ア ラ カ ジメ「アセ ト ソj及 ビ 「エー テ ル」デ施

置 サ レタ菌鵬 獲 澤 二於 テ ハ、 温 度18。C以 下 デ 「メ チ

ーjレア ル コ ー ル3ヲ 作 用 サ セ ル ノ が最 上 デ ァルe然 シ

テ抽 出 サ レ タ 燐 含有 物 質(Fract.III)・ ・、 其 儘 デ モ

BoquetetNbgreノ 抗 元 ヨ リ ハ 純 粋 ノ状 態 ニ ア リ、

勿論 其 補 膣 結 合 力 モ籔 倍高 度 デ ア ル。

Fract.IV.「 アセ トソ」、 「エ ー テ ルご、 「メ チ ー ル ア ル

コ ー]レ」 ノ順 二塵 理 サ レタ菌 盤 残 津 中 熱 「エ チ ー ル ァ

,レコ ー,レ」デ抽 出 サy、 冷 「アル コー ル」二溶 解 性 ノ物

質 デ ア ♪レ。 全 「リポ イ ド」様 物 質 ノ2.25%、 其 燐 含 有

量 ・・0.88%デ 補 膿 結 合力2・ カ ナ リニ ア ル。(ossez

fGrt)

Fract.V.Fract.IV.ノ 冷fア;レ コー ♪レ.i不溶 解 性物 質

デ、 全 句 ボ イ ド」様物 質 ノ2.47%、 燐 含有 量0.83

%デ ノ・ア ル が補 盟結 合 力 全 ク 鉄 除 ヌ。 カナ リノ程 度

ノ抗酸 、 抗 「ア ル コ ー一ル」性 ヲ示 ス。

Fract.VI.「 ベ ソチ ソ」煮 沸 ニ ヨツ テ 抽 出 サ レタ物 質

デ、 全 「リポ イ ド」様 物 質 ノO.34%、 其 燐 含有 量 ハ

0.54%ナyド モ 補 膿 結 合 力 ナ 〃、 抗 酸 抗 「ア,レ コー

ノレ性 ヲ示 ス。

著 者 等 ハ最 後 二、 分 離 サ レタ抗 元(主 二Fract.III)ノ ・

ドッ ペ ル ク リ ソ2様 物 質 ヲ 含 マズ
、 他 ノinactiveナ

「リポ イ ド」ヤ糖 類 ヲ含有 シナ イ ト云 ツ テ ヰ ル
。

(傳 研 高 僑 抄)

結 核菌 ノ分離 二關 ス ル研 究

KonradE.Birkhau8:Etudessurladissociationdu

Myc◎bacteriumtubercu1Gsi§.(Annalesdel,institut

pasteurT.54,No.2,1935)

6)種 々ナル物 質 ノ菌 各 型 二封 ヌ ンレ 獲 育 阻 止 作 用 ヲ

調 べ テ見 ル ニ、Gentiana紫 、Malachit線 ノ様 ナ色 素

ハ 人型、 牛型 、鳥型 何vノ 菌 型 デ モR型 ハS型 ヨ リモ

濃 イ濃 度 デ 阻止 セ ラ レル ガ、昇 永 、硝 酸 水 銀 、phenol,

SaRocrysin,石 炭 酸 ノ・何 レノ 菌 型 二i封 シモ ソノ登 育 阻

止 濃度 ハ略 ζ等 シイ。

7)各 菌 型 ノ熱 ニ ヨル殺 菌 限 界 ハ 人 型 、牛 型 、 鳥 型 何

レモR型 ハ57.5。C-62.5。C、15分 間 以 内 デ ア ル ニ

反 シ、S型 ハ何vモ65◎Cl5分 間 以 上 デ ア ル。 郎 チ

R型 ハS型 二比 べ テ熱 二封 スル 抵 抗 力 ガ弱 イ。

8)各 菌 型 ノ電 氣 的 移 動 性 ハ培 養 期 間 二 俵 ツ テ多少

ノ相 異 ハ ア ル ガ、一 般 二何 レノ菌型 二於 テモR型 ハS

型 ノ約2倍 デ ア,v。

9)各 菌 型 ノR型 及 ビS型 ノ 酸 凝 集 ヲ4ぴCノ 恒 温
挙
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槽 二2時 間放 置 シタ 後 観 ル ニ、R型 ・・pH6.8乃 至

4.0デ 酸 凝 集 ノ起 ル ニ反 シ、S型 ・・pH3.6-2.4二

於 テ起 ル。 即 チS型 ハR型 二比 シ テ 可 成 リ酸性 二於

テ酸 凝 集 ガ起 ル。

10)最 後 二各 菌 型 ノ實 験 動 物 二 樹 ス ル病 原 性 二就 イ

テ 實験 セ ル ニ、Ch型 ハ人 型 、 牛 型 、 鳥型 タ ル ヲ問 ハ

ズ海 狸 家 兎、 及 ビ鶏 二i封シ テ ハ 全 然 病 原 性 ヲ認 メ ナ

イ。

・ 鳥 型S型 ハ 鶏 及 ビ家 兎 二封 シ テ ハ 強 イ病 原 性 ガ アル

ガ、海狸 二封 シ テハ殆 ソ ド病 原 性 がナ イ。 鳥型R型 ハ

海 猿 ニ ハ 勿論 、 家 兎、 鶴 二封 シテ モ 殆yド 病 原 性 が

ナ イ.

人 型 及 ビ牛型 ノS型 ハ家 兎及 ビ海 猿 二 封 シテ ハ 弱 イ

病 原 性 ガア ル が、人型 及 ビ牛型 ノR型 ハ鶏 、 家 兎、 海

狼 何 レ ニ封 シテ モ病 原 性 ハ 可成 リ弧 イe但 シBCG/

R型 ダケ ハ例 外 デ殆 ソ ド病 原 性 ヲ持 タ ナ イ。

(傳 研 柳 澤 抄)

豚 二封 ス ルBCG鼓 力 二關 ス ル新 研 究

1.IundelletH.Magnusson:Nouvellesrecherches

concemantl'actionduBCGsurleporc.(Annales

del'iBstitutpasteurT.54。No.3,1935)

BCGノ 豚 ノ結 核 二封 ヌ ル豫 防 的数 果 二關 シテ ハ1930

年 迄 多 〃 ノ報 告 ガ ア ル が、 一 致 シテ ヰ ナ4。1930年

ヵラ1931年 二亙 ッテ 著 者 等 モBCGノ 数 カ ヲ調 ベ タ

ガ、 豚 ノ結 核 二i封ス ル豫 防 数 果 ノ ナ キ 事 ヲ結 論 シテ

報 告 シタ。 然 シ前 同 ノ實 験 デ ハ 仔 豚 ノ選 揮 方 法 及 ゼ

飼 養 方 法 二關 シテハ 絵 リ 考 慮 シナ カ ソ タ ノデ今 同 ハ

特 二是 等 ノ鮎 二注 意 シテ實 験 ヲ行 ツ タ。

先 ヅ健 康 ナ5頭 ノ繁 殖 用 牝 豚 ヲ選 ビ、コ レ カ ラ生 レタ

仔 豚 ノ中 カ ラ健 康 ノ モ ノ ヲ41頭 實 験 二供 シタ。 實 験

中 ハ寅験 仔 豚 ハ他 ノ豚 トハ 分 難 シテ飼 育 シ、外 カ ラ ノ

結 核 感 染 ヲ防 イ ダ。

BCGハ 皮 下 注 射 ヌ ル 場 合 ・・v10τng.経 口的 二投 與

ス ル場 合 ハ コv/3倍 量 ヲ使 用 シ、投 與 同 藪 ハ1同 及

ビ2同(2同 目・・1同 目 カ ラ5週 後)ト シタ。BCG投

與 後 適 當 ナ時 期 二毒 力 ノ ア ル 牛 型結 核 菌 ヲ以 テ實 験

的 二仔 豚 ヲ結 核 二 感 染 セ シメBCGヲ 投 與 シナ イ封

照 仔 豚b比 較 シテBCGノ 豫 防 的数 果 ヲ調 ベ タ モ ノ

デ アル。

コ ノ實 験='N]レ ト、BCGヲ 経 口的 二投 與 シ テモ叉 ハ

皮 下 注 射 ニ テ モBCG投 與 後4週 闘以 内 ニハTuberkti・
へ

Iin反 磨 ノ・陽 性'トナ ラ ナ イ ガ、BCG第1回 投 與 後5
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週 間 ヲ経 テ第2同 投 與 ヲ行 フ 場 合 ハ ソ レガ経 ロ的 ヂ

ア ル ト非 輕 口 的 デ アル トヲ問 ハ ズ、 第2回 投 輿 後5

週 間 位 デ大 部 分 ハTuberkulin反 慮 陽 性 と轄 化 スル。

結 核 形 成 阻 止 作 用 ハBCG/1同 投 與 デ ハ 認 メ ル事

ガ 出來 ナ カッ タ ガ、2同 投 與 シタ場 合 ニ ハ輕 口的 デ モ

非 輕 ロ的 デ モ第2同 投 奥 後6週 間 ノ間 隔 ヲ 置 ケバ醜

實 二認 メ ル事 ガ 出來 タ。

伺 ホ最 初BCGヲ 皮 下 注 射 シ、 第2同 目 ニハB.CLG

以 外 ノ無 毒 ノ結 核 菌 ヲ輕 口的 二投 與 シ テ カ ラソ ノ結

核 形 成 阻 止 作 用 ヲ調 ベ テ 見 ル ニ 前 同様 阻 止 作 用 ガ認

メ ラ レタ ガ、コ レノ、更 二實 験 ヲ重 ネナ イ ト正 確 ナ事 ハ

云 ヒ得 ナ イ。(傳 研 柳 澤 抄)

抗 酸 性菌 ノ分離 卜培 養 基 ワ酸 化 還 元 電 位 トノ開

係

JanetMcCarterandE.G.Hastings:Therelation

betweentheoxidation-reductionpotentialofthb

mediumandthedissociatiGnofanacid-fastorgan-

ism.(JournalofBacteriology,Volume29.NUmber

L1935、)

奔 病 原 性 抗酸 性菌 ノR型1・S型 トヲ 酸 化還 元電 位 ノ

異 ソ タ液 盟 培 養 基 二培 養 シテ 見 ル ニ、酸 化 サ レタ液 膿

培 養 基 デ ハS型 カ ラR型 ガ分 離 サv易 ク、還 元 サvタ

液 盟 培 養 基 デ ハR型 カ ラS型 ガ分 離 サv易 イ。

(傳 研 柳 澤 抄)

Tuberculin蛋 白質 ノTuberculin笈 感性 及 ビ抗

元 性 トソ ノ分 子 ノ大 サ トノ關 係

FlorenceB.Seibert:Therelationshipofthepote-

ncyandtheantigenicityofthetuberc秘li}7protein

toitsmolecularsize.(同 誌)

Tuberculinカ ラ得 ラy4物 理 的化 學 的性 状 ノ 違 フ種

種 ノ蛋 白質 ・『就 テ、Tuberculin皮 膚 反 磨 ヲ試 ミル ニ㍗

何vモ 該 反 懸 ヲ陽 性 二起 シ得7レ 性 質 升¥ツ テ ヰ1レガ・

抗 元性 二關 シテ ハ ー-ueデ ハ ナ イe即 チ4分 子 ノ大 サ

ノ大 キ イ モ ノ ニハ 抗 元性 が アル が 小 サ イ毛 ノニ ハ全

クナ イ。 然 シ分 子 ノ大 サ ノ小 サ イ蛋 白質 デ モ、之 ヲ吸

著 ニ ヨ リ大 キ クス ル 時 ハ 、抗 元 性 ヲ獲 得 ス ル シ、 分子

ノ大 サ ノ大 キ イ モ ノデ モ 色 々 ノ方 法 デ分 子 ノ木 サ ヲ

小 サ ク ス ル ト、 ソ ノ抗元 性 ヲ失 フ.

カ ・ル事 實 カ ラ観 ル ト、分 子 ノ大 サ ノ小 サ イ蛋 白 質 ハ

Landsteiner氏 ノ所 謂Haptenト ヨク似 タ所 協 ア 肌

即 チ抗 鰹 ヲ作 ル カ ハ ナ イガ、抗盟 ト結 合 シ テ特 異 反感
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ヲ表 ス事 が出來 ル モZデ ア ル。(傳 研 柳 澤 抄)

BCG接 種 動 物 ノ 抗 元 含 量FAllergy並 ビ昌抵

抗 力 トリ開 係

B.1.ClawsGn:TherelationofantibodyconteRtto

allergyandresistanceinanimalsvacciRatedwith

B.C.G.(同 誌)

家 兎 二1週 二4同 各 同1-2mgm/BCGヲ 接 種 ス

'レ。BCGハ 生 菌 ノ儘 デ用 フル 場 合 ト死 菌 トシテ用 フ

ル場 合 トヲ匠 別 シ、叉 接 種 方法 モ皮 下注 射 ニ ヨル場 合

瀞 脈 内注 射 ニ ヨ ル 場 合bヲ 匠 別 シテ1)Alle・gy

ノ程 度 ハMantoux氏 反 慮 ニ ョ リ2)抵 抗 力 ノ強 弱

ハ 毒 力 アル牛 型結 核 菌 ヲ以 テ 感 染 セ シメ タ 時 封 照 動

物 ト生 存 日数 及 ビ結 核 症 ノ輕 重 ヲ 比 較 スル 事 ニ ヨ リ

3)血 液 中 ノ抗 饅 ノ濃 度 ハ補 艦 結 合 反 謄i、凝 集 反 旛及

ビOpsonin係 数 試 験 ニ ヨ リ測 定 わ レe

實 験 ノ結 果 ヲ総 括 ス レバ、抗 禮 含 量 ト抵 抗 力 トノ間 二

・・ア ル關係 ヲ槻 ラ レタ が、Allergyト 抗膣 トノ間 二 ・・

何 等 比例 的叉 ハ決 定 的 關 係 ハ観 ラ レナ イ。

(傳 研 柳 澤 抄)

結 核 菌 ノLtiwensteifl氏 培養 法

LM.K◎peloff,N.Kopeloff,L.E.Hin§ie.andI .

LEtchells:Loewenstein'sMeth◎d◎fCulturingB .

tuberculesis.(同 誌)

L・ewenstein氏 ノ・彼 ノ培 養 法 二 俵 レペ 早獲 性 痴 呆

症 患 者 ノ40%カ ラ結 核 菌 ヲ分 離 培 養 シ得 ラv]tZデ ア

ラ ウ ト云 ツタ ノデ著 者 等 ハLoewenstein氏 二早 螢 性

痴 呆症 患 者、他 ノ精 紳 病 患 者 及 ビ普 蓮病 患 者 ノ血 液 ヲ

迭1レ ト同時 二著 者 等 ノ研 究 室 デ モ 之b同 檬 材 料 ニ ツ

キ同 氏法 二從 ヒ培 養 ヲ試 ミタ。

Loewenstein氏 ノ研 究 二 依 レバ、 結 核 感 染 ノ症 候 ヲ

見 ナ イ健 康 ナ男 子60名 カ ラ5例 結 核 菌 ヲ培 養 シ得 タ

ニ反 シ、 活動 性 肺 結 核 患 者25名 及 ビ眼 疾 患 者24名

(中 二結 核性 網 膜 炎 患 者2名)中 ニ ハ1例 モ 結 核 菌 ヲ

培養 シ得 タモ ノガ ナ カツ タ。

早蛋 性 痴 呆症 患 者96名 中 カラ24例 、 其 他 ノ精 紳 病

患 者19名 中 カ ラハ7例 、 結 核 菌 陽 性 デ ア ツタ.以 上

ノ成 績 ハLoewenstein氏 ガ以 前 二圭 張 シタ所 ト・・甚

ダ相 異 シテヰ ル

著者 等 ノ研 究 室 デ ハLGewensteh、 氏 法 二從 ツ テ伺 一

患者375名 ノ血 液 カ ラ結 核 菌 ヲ培 養 シ得 タ モ ノノ》1

例 モ ナ ク、 結 核 性 拶 膜 炎 ノ 疑 ピ ア ル患 者8名 カ ラ得

タ脊 髄 液 カ ラハ6例 陽 性 デ ア ツ タ。(傳 研 柳 澤抄)

録 励9

Tuberkulin申 二於 ケ ルImpedinノ 護 明 及 、霰Tuber-

kulin■ 製 法 戴 二鼓 力 判 定 標 準 法 ノ批判 。

Y.Aoyagi:NachweisdesImpedinsiRAIttuberk-

ulin,zugleichdieKritiktiberihreHerStellungsme.

thodesowiediestaatlicheKontrollierungderWer・

tigkeitderPrsparate(Z.Imm.Bd.84、H.5/6tS.

405.)

轍 種 ノ「ツ ベル ク リ ソ」ヲ試 験 ス ル ニ 何 レモ程 度 ノ差

異 二於 テ 「イ ンベ ジ ンjヲ 含有 シ、原 液 ヲ1000C二15

--20分 間 加 熱 ス ル事 二3リ ソノ 作 用 ヲ湾 失 セ シム
。

從 來 ノ薙Tuberkulinノ 数 果 剣 定 ニ ハ結 核 海 狸 二i封ス

ル毒 性 ノ ミヲ問題 トシ居 レ ドモ、 コ ノ外 二Phagocy・

toseノ 方 法 ヲ以 テ ス ルAntigenaviditatヲ 閑 却 セ ザ

]レヲ要 ス。 然 シテ ス ベテ ノAlttuberkulin製 鋼 二優 リ

テT・BKoktigenハ コ ノ目的 二適 ヌ 。(北 研)

ChristineE・Rice(QucenタsUniversity ,Cainada:)

DevelopmentofPrecipitinsforProtein ,Lipoid。

andCarbohydratefractioBs◎fSandRformsof

TUbercleBacilli.(Jour.◎fImmuRo1 .Vo1.28.Jan.

1935.No.1.)

結 核 ノ豫 後到 定 二用 フ ル 目的 ヲ以 テ、結 核 菌 ノRトS

型 ノ各 々 ヨ リ種 々ノ化 學 的物 質 ノ 「フ ラ ク シオ 笥 ヲ

製 シ、『 ノ中 ノ何 レガ最 モS型 二特 異 的 ニ シテ且 、 全

人 型 株 ニ モ共 通 セ ル特 異 的 ヂア ソチ ゲ ン」或 ハ 「ハ プテ

ン」タ リ得 ル ヤ ラ知 ラ ソ トセ リ
。

(1)使 用 シタ ル菌 株 ハ全 テ人 型 ニ シテ、ソ ノS及Rヲ

各 別 二合 成培 地 二培 養 シテ後 、コ レ ヲー 定 ノ牝 學 操 作

ノ下 二蛋 白質 、 含 水 炭 素 及 「リポ イ ド」ノrフ ラ ク シオ

ンj二 分 離 セ リ。 又 免疫 血 清 ハ、 同 ジ培 地 二生 ジ タ ル

S及Rヲ 各 殺 菌 シテ家 兎 二注 射 シテ之 ヲ得 タ リ。

(2)一 般 二補鰹 結 合 反 磨 ニ ョ レバSトRト ノ間 ニハ

明 カニ抗 元 的 差 ヲ 認 メ ラル レ ドモ、 沈 降反 庶 ニ ヨ レ

バ、 善 通 ノ操 作 ヲ以 テ得 タル
、蛋 白叉 ハ 含水 炭 素 ヲ以

テ シテ へSトRノ 間 ニ ハ 僅 カナ ル差 ヲ見 ル ノ ミナ

リ。 「リポ イ ド」物 質 ニ テ ハ 何 等 ノ型 特 異 性 ヲ示 サ ズ
。

(3)殺 菌 シタ ルS型 ノ菌 膿 ヲ以 テ免 疫 ス レバ、ソ ノ血

清 ・sヨ リ得 タ,v、 蛋 白質 、含 水 炭 素rフ ラク シ オ ソ」

二封 シRヨ リ得 タ ル同 様 物 質 二 封 ス ル 己 リ比 較 的 多

量 ノ沈 降素 産 生 ヲ見 タ リ、 然 ル ニRノ 免 疫 血 清 ハ反

之 、R型 ノ蛋 白質 二封 シテ強 ク反 磨 セ リe

(4)Sノ 免疫 血 清 ハRノ 其 レニ比 シ、人 型 強 毒 結核 菌

鵤 ヨ リ精 製 匂 レ 「グ ロ ブ リソ」或 ハ 含水 炭 素 二比較 的
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好 ク反 慮 セ リ。 然 ル ニRハ 寧R同 ジ菌燧 ヨ リ精製 セ

ル 「アル ブ ミン」二強 キ反 慮 ヲ示 シタ リ。(北 研 糟谷 抄)

JehnH。Hanks(DepLBacL&ImmunoLHarvard

Med.School,Boston,Masachusetts):TheMechan・

ismofTuberculinHyperse'nsitiveness.Ther61eef

theTubercleandeftheInflammatoryReaction

oftheEarlyTuberculosLesioninthepreductien

ofTuberculiReHypersentivenessasdetermined

byInducingthe　 TuberculinType　 ofHypersen-

sitivenesswithEggWhiteorHerseSerum.(」 。

Immunology,Vo1.28,1935,105)

Dienes,Schoenheit,Seibert或 ・・BaldwiR,Kraus,

Zinsser等 ノ考 察 二基 ヅ キ、 「ツ ペ ル ク リ ソ」過 敏性 成

立 二際 シ、Tuberkel或 ノ・初 期結 核病 愛 二 於 ヶ ル 炎症

性 反 慮 が ア ルー 定 ノ働 キ ヲ 存 シテ、 其 ノ部 位 二存 在

(或 ハ注 射)ス ル 結 核 菌 々薩 蛋 白 ヲ シテ 「ア レル グ ソ」

タ ラ シ ムル ヤ 否 ヤ。 モ シ果 シ テ然 ラバ、非特 異性 蛋 白

盤 、 例 ヘ バ、 馬 血清 、或 ハ卵 白 「ア ル プ ミ ソJヲ 以 テ特

異 性 菌 鵬蛋 白 二代 ヘ ル 事 ガ可 能 ナ ル カ。 叉 コノ 場 合、

右Tuberkel或 ノ・炎 症 性 病 竃 ヲ 摘 出 シテinvitre二

操 作 ヲ加 ヘ ジ材 料 モ亦 コ ノ 感 作 々用 ア リヤ 否 ヤ ヲ確

メ ン トテ、豫 メ 馬血 清 叉 ハ卵 白 「ア ル ブ ミ ソjノ ー定 量

ヲ結 核 海 狸 ノ病 竈 中 二注 射 シ後、 約2週 問 目二、同 一一

「ア ンチ ゲ ソ]ヲ 以 テ 皮 瞬反 磨 ヲ検 シタ ノ ニ、 明瞭 二

,,TuberculinKind"ノ 反ff.ge,(48時 間 後 二特 二著 明b

ナ ル所 ノ登 赤 ト、 局所 的Nekrose)ヲ 示 シタ リ。 之 二

依 テ見 ル ニ、結 核 感 染 二於 ケ ル 「ツ ペ ル ク リ ソ」過 敏 性

成 立 モ亦 、 コ レ ト類 似 ノ機構 二 基 ヅ ク モ ノ ト思 ハ ル。

而 シテ若 シ、前 記非 特 異性 蛋 白 「ア ソチ ゲ ン」ヲ結核 病

竈 以 外 ノ部 位 二注 射 シタ場 合 ニハ 軍 二"Anaphylactic

type"ノ 皮 膚 反慮(3-8時 間 二於 テMaximum後 急

速 二消 退 ス ルQuaddel及 輕 微 ナ ル螢 赤 、)ヲ示 ス ニ遍

ギズ、 後 者 二基 ヅ ク過 敏 性 ハPassiv二 ≡欠ノ動物=移

シ能 ル モ前 者 即、,,TuberculinKind"ノ 過 敏 性 ノ・然

ラズ次 二前 記 、Tuberke1又 ノ・初 期結 核 炎 症 性 組 織 ヲ

病 竈 ヨ リ探 取 シコ レニー 定 ノ操 作 ヲ加 ヘ タ ル モ、コ レ

等 ハinvitroデ ハ 馬 血 清 、 卵 白 「ア,レブ ミ ソ」ヲ感 作

シテfア レル グ ソ」タ ラ シム ル作 用 ヲ示 サ ズ。

(北 研 糟 谷抄)

結 核 感 染 卜歯 腿 ノ態 度

野上 入 十 入(細 菌 學 雑 誌 、 第469號 、50頁)

動 物 ノ薗 牙 硬 組 織 ハ結 核 菌 ノ通過 ヲ許 サ ズ。叉 タ 歯髄
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二直 接 結 核 菌 ヲ接 種 シテ モ 其 所 二特 有 ナ ル 結 核愛 化

ヲ呈 サ ズ只 ダ化 膿 性 炎 ヲ呈 シ、血 管 ヲ介 シテ臓 器 二達

ス ル事 ヲ立謹 シタ ル故 更 二 「グ リセ リ ン、ブ イ ヨ ンJ培

養 結核 菌 ヲ食 盤水 叉 ハ2%ノ 拘 橡 酸 曹 達 液 ヲ 以 テ菌

液 トナ シ、家 兎 頸 動 脈 内 二注 入 シタ ル ニ、 結核 菌 ハ遠

心 性 二輸 逡 セ ラ レ歯髄 二達 ス ル モ、結 核 特 有 ノ憂 化豪

生 セ ズ。然 ソ ドモ結 核 菌 ハ咀 嶋 部 ノ大 臼 歯 列 ノ歯牙 歯

髄 二沈 著 シ易 ク、小 臼 歯 列 、前 歯 列 ハ 其 ソ ヨ リ少 シ。且

ッ歯髄 二於 ヶ ル結 核 菌 ノ 沈 著 ノ多 寡 ハ 食 懸水 菌 液 ヨ

リモ桐 臓 酸 曹 達 水菌 液 ノ方 多 キ が如 シ。而 シテ頸 動脈

内 二注 入 シタ,レ結 核 菌 ノ 歯髄 二達 シ其 部 二沈 著 ス ル

トキ ハ、其 部 位 二於 テ膿 瘍 ヲ形 成 ス。 然 レ ドモ未 ダ結

核 性 結 節 成 生 ハ之 レ ヲ認 メ ザ ル ナ リ。(北 研 水 ロ抄)

菌 殊 二結 核菌 ブ ス テ リー ネ」量 二關 スル質 疑 併

テfヒ ヨ レス テ リン2ノ 讃 明 呂劃 ス ル方 法 上 ノ知

見補 遺

E.Hecht:ZurFragedesSteringehaltesvonBakte-

rien,insbesoRderedesTuberkelbacillus,zugleichein

methodischerBeitragzumNachweiBdesCholeste・

rins.(HGppe-Seyler'sZ.Bd.231,29,(1935))

Chargaff及 ビAnderson等 ハ抗 酸 性 菌 ノ・Sterineヲ

含有 セ ズ ト唱 シ、多 ク ノ研 究 者 モ其 訊 二賛 同.スル モ、

著 者 ハ、 ソ ノ用 ヒ ラ レタ ル 抽 出 法 二鰍 鮎 アル ヲ指摘

シ、 著 者 ノ考 案 シタ ル方 法 ヲ用 フル ニ、抗 酸性 菌 即チ

人型 結 核 菌 、 牛 型 菌 、BCG菌 、 枯 草 菌、 執 レニ於 テ

モCholesterinノ 存 在 ヲDigitonin法 及 著色 反 慮 ニ

ヨ リテ確 箕 二詮 明 シ ウ ト主 張 セ リ。(阪 大 今 村 抄)

肺 換 氣 プ レ ン トゲ ン」學 的 研 究

W.W.Fray:(Am.J.Roentgen。332.1935.)

肺 活 量 肺 容 積 残 存 空 氣 量 ヲ著 者 ハ`、 つ 學 的 方 法 二依

ツ テ算 出 シ、 其値 ヲ臨 躰 的實 測 値 ト比 較 シタ。

研 究 方法

肺 臓 が最 大 ノ換 氣 ヲ 要 求 セ ル 際 ノ呼 吸状 態 トシテ深

呼氣 及 ビ深 吸 氣 ヲ選 ン ダ.荷 生理 的 呼 氣 蚊 二 吸氣 ノ終

リニ モ試 ミタ。 肺 臓撮 影」距 離6吹200ma.400ma.

800maヲ 用 ヒ テ深 吸 氣深 呼 氣 時 ノニ重 撮 影 法 二俵 ツ

タ。 カク シテ得 タ各 胸 廓 二就 イテ 其 面 積 ヲ測 定 ス ル。

健 康 肺 二於 ク ル胸 容 積 ト 肺 容 積 就 中肺 活 量 トノ間 ニ

ハー 定 ノ關 係 ア ル ヲ知 ツ タ。此 ノ相 關 蘭 係 ヨ リ叉 逆 二

肺 容 量 ノ正 常 値 ヲ豫 知 ス ル コ ト ガ 出 來是 ト實 測 値 ト

ノ差 ハ何 等 カ ノ病 愛 ニ ヨ ル 攣 化 ト認 メル コ トが出來

)Vo
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全肺容量及残存空氣量ハ次ノ式 二 俵ツテ算出セラレ・

}Vo

i)(「 レJ學 的 胸 容 量xO.24)十122=豫 知 セ ラ'レ ・

肺 活 量從 ツ テ、此 ノ結 果 ヲ肺 活 量計 二依 ル實 測1直b比

較 ス レバ病 愛 ニ ヨル 肺 容 量 障 碍 ノ程 度 ヲ決 定 シ得 ル。

男 子 二於 テ肺 活 量 ハ全 部 容 量 ノ78%ニ ナ ル。 依 ッ テ

ii)肺 撃 ×… 一全肺額

iii)全 肺容量一肺活量=残 存空氣最大吸氣及最大呼

氣二於ケル肺野ノ面積間ノ關係

鷺 餐二於ケ攣 ノ面積 ×…-62・2%(全 偏差

15%以 下)

從 ソ テ若 シ此 ノ値 が壇 加 ス レバ、吸 氣 ニ ヨル胸 部据 張

二障 碍 ア ンレ詮 慷 デ ア ル。横 臥 二於 テ ハ横 隔膜 ハ 高位 二

存 ス}レ。 從 ツテ其 面 積 比 ハ63.6%-62.1%ト ナ ♪レ。

最 大 呼氣 ノ肺 野 ノ 面積697sq.cm.二 胸 廓 ノ厚 径20

cm.ヲ 乗 ジタ モ ノノ、「VJ學 的 胸 腔 容 積 デ1:;.9引 。デ

ア ル(正 常男 子)。

(「レー1學的胸 腔 容 積13.9壬 ×0.24)十1。22=肺 活 量

(4.561)

肺 活 量!l・561L× … 一全 瀦 量(5
。841)

5.841-4.561ご1,281(残 存 空氣)

著 者 ニ ヨル ニ是 等 ノ値 ノ・臨鉢 的 二 決定 セル各 容 量 ト

殆 ソ ドー致 シテ居 リ、 是 等 ノ相 關關 係 ヲ 知 レバ肺 換

氣 異 常 ノ有 無 ヲ鑑 州 シ得 ベ シ ト云 フ.

(新潟 讐 大 關 谷 抄)

ドレ ン トゲ 乞 學的 見地 ヨ リ見 タ ル胸 廓 成 形 術 後

ワ肺 結 核

WaldoR.Oechsli:TubercalousLungfollowing

Thorakop1astyfromroentg .Standpunkt.(Am.J.of

Roentgen.332.1935.)

肺結 核 ノ著 明 ナー 兆候 トシ/テ 空 洞 が盆 く注意 サ レテ

來 タ、 空 洞 治癒 ノ成 否 ハ豫 後 ノ剣定 ヲ左右 ス ル、 「レ

ソ トゲ ン3検 査 二依 ッテ蕾 二空 洞 ノ存 否 ノ ミナ ラズ
、

其 ノ大 サ部 位、壁 ノ性 質 ヲ決 定 ス ル必 要 が アル ト共 二

萎縮 療 法 ノ結 果 ヲ其 経 過 二 從 ツテ 追 及 シ空洞 ノ清 失

セ ル時 期 ヲ確 實 二決 定 セ ネバ ナ ラ ヌ
。

萎縮 肺 ノ萎 縮 セ ル部 分 ノ組織 ハ 殆 ン ド或 ノ・全 然 空氣

ヲ含 マ ヌ爲 比 較 的 二密 度 ヲ甚 ダ シク堆 ス。カ ・ル状 態

ノ肺 ヲ鴇 ス ニ ハ腎 臓 撮 影b同 様 ノ技 巧 ヲ用 フル
。(75

KV・P,50ma.30in314--1sec .Potter・Bucky)「 フ イ

}レム」ノ濃 度 ノ・盤 リ大 デハ不 可 デ、 一 般 二上 背 部 ノ脊
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椎「フイ〃ム」ヨリ稽{濃 度 ヲ小ニセネバナラヌ。カク

スレバ肺組織細部ハ消失スルモ、含氣空洞ハ鮮明二現

ノΨ テ來ル。

再生セノレ肋骨ノ像ハ甚 ダシク 空洞二類似スルヲ以テ

剣定二注意 ヲ要スル。之ヲ匠別ヌル爲二著者ハ、 「ブ

ツキー、ブvン デー」ヲ用 ヒタ實膿鏡的窺眞ヲ推賞 シ

テ居ル.胸 廓内部講造ノ位置決定二用 ヒルジヨソソン

氏法モ亦此 ノ場合用 フル債値 がアル。最モ再生ガヒド

クナル ト空洞ノ有無が剣 ラナクナルコ トガアノレ、從 ツ

テ手術後10日 乃至遅 クトモ3週 間前ヲ選 ソデ撮影セ

ネバナラヌトイフ.

手術ノ前二空洞 ノ位置 ヲ判然確定スルコ トハ勿論必

要デアル。是二依ッテ手術 ノ方法ガ自ラ異ナル課デア

ルo

要之胸廓成形術二關スル 「Vj線 ノ償値ハ非常二大 キ

イ。然 シ手術後生 ズノレ粘液骨再 生等 ノ混齪 ヲ避ケ、内

外科讐 二出來,レ丈ケ役立ツ爲 二 検査技術ハ常二状態

ノ攣化二從ツテ攣更 サ レネバナラヌ。大膣患者ノ運

命、手術 ノ成否ハ空洞 ノ有無 ノ確實ナル決定二依ル。

(新潟讐大 關谷抄)

肺結核患者二於ケル胃液所見

吉田和男(日 本内科學會雑誌、第32巻 、第11號)

著者ハ岡山留大稻田内科入院中ノ患者36例 二就テ胃

液検査ヲ行ヒ次ノ結果 ヲ得タリ。

空腹時胃液量ハ健康者二比 シ稽 く少 ク酸度一般 二低

ク且ッ璽酸 ヲ鉄如スルモ ノ少 カラズ。 胃液中粘液ハ

91%二 讃明 シ脆汁逆流ハ22%二 見 ラレタリ。

0.2瓦 ノ「カブ、イン」ヲ水300蛭 溶解ンタル刺戟液注

入後 ノ胃液所見ハ初期ノモノニ25例 中過酸症9例 、

普通酸度ノモノ11例 、減酸症4例 、無酸症1例 、開

放性結核11例 ニテハ過酸症1例 モナク普通酸度 ノモ

ノ9例 ハ減酸症2例 。 帥チ全症例中過酸症9例(25

%)普 通酸度ノモノ20例(55.5%)減 酸症6例(16.6

%)無 酸症1例(2.9%)。 善通酸度ノモノ及 ビ過酸症

ノモノヲ合スvバ9例(80%)二 及 ベリ。

刺戟液注入後探取セシ胃液 二於テ粘液 ヲ多量二有セ

シモノ30例 二及 ビ本症 二慢性胃加答見ノ併獲 ヲ起サ

シメ易キ訟トヲ想像セシム.

胃液探取中脆汁 ノ逆流 ヲ認メタルモノ13例(36・ 。一)ニ

テ、カ・ル膳汁 ノ逆流ハ胃液酸度 ノ高 キ場合二多 ント

唱ヘラル ・モ必ズシモ夫 トー致セズ、且ツー般二遅 ク

現ル ・モノ・如 シ。
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乳 酸 反 磨 ハ全 例 ヲ通 ジ、本 刺 戟 ニ ヨル探 取 胃液 二於 テ

ハ認 メ ザ リキ。 「ラー プ」及 ビfベ プ シ 物 酵 素 ハ17例

二就 テ検 査 セ ル ニ 酸 鉄 乏 症 ヲ件 フモ ノ ヲ 除 ク 以 外 其

含有 量 二攣 化 ヲ認 メ ザ リキ。

更 二10例 二就 デ ビロ 加 レピ ソ」「ア ドvナ リソ」及 ビ

「ア トロ ビ ソ」試験 ヲ 行 ヒ胃液 所 見 ト植 物 紳 縄 緊 張 ト

ノ關係 ヲ見 タ リ.是 等 ノ所 見 ヨ リ左 ノ如 ク結 論 ス。

(1)初 期 肺 結 核 患 者 バ ー般 二 過 酸 症 蚊 二普 逼 酸 度 ノ

モ ノ多 〃病 症 ノ進 行 ス ル ニ從 ツ テ 減 酸 ヲ來 スモ ノ ・

如 シ。

〈2)墳 殖 型 ニ テ ハ凡 テ普 通 酸 度 ノ 最高 ヲ示 ス モ ノ多

ク、 早 期 浸 潤 者 ハ過 酸 ヲ、滲 出型 ニ テ ハ減 酸 症 ヲ示 ス

モ ノ多 シ.

(3)過 酸 症 ヲ有 ス ル モ ノハ 「ピロ 加 レピ ンJ二 銭 敏 ナ

ル モ減 酸及 ビ無酸 症 ノ モ ノハ 「ア ト癬 ピ ソ」 二封 シテ

鋭 敏 ナ リゆ(塁 北 小 田 抄)

各 種 疾 病 ノ相 互 關 係 研 究補 遺 、 第 二 「マ ラ リ乳

卜肺 結 核 トワ關係 二就 テ

Manai(Andrea):Contributoallostudiodelleasso-

ciazio職imorbo$.No.11a.Suirapportitramalariae

tRberculosipolmo"are.(Riv.diMalariologia.Vo】.

13.No.4.pp.443-473.Englishsun}mary.1934)

「マ ラ リア」ト結 核 ト ハ相 互 二拮 抗 的 デ ア ル トへ 南 伊

太利 デ ハ可 成 リ廣 が リテ居 ル.即(1)「 マ ラ リァ」ノ

流 行 地 方 デハ 結 核 患 者 ヲ見 ル コ トが少 イ。(2ア マ ラ

リア」ハ結 核 二封 シ免 疫 性 ヲ賦 與 ス ル モ ノデ アル。

(3)「 マ ラ リア」二侵 サ レ易 イ者 ハ 結 核 二罹 ル コ トハ

稀 デ ア ル。(4)「 マ ラ リア」ハ結 核 性 疾 患 ノ泊 療 二慮

用 ス ル コ トガ出 來 ル、斯 クス ル トキ ハ結 核 性 病 機 ハ緩

慢 トナ リ、繊 維 化 ス ル傾 向 がア ル等 一 般 二信 ゼ ラ レテ

居 ルe著 者 ・・多 年Sardinia二 居 佳 シ、 コ ノカ面 ノ作

業 二從 事 シテ居 ル 者 デ アル。Sardiniaニ ノ・ 「マ ラ リ

ア」モ肺 結 核 モ共 二蔓 延 シテ居 ル ノデ、 彼 ハ多 鍛 ノ患

者 二就 キ、 或 時 ハ 同時 工、或 時 ハ 引績 イ テ雨 者 ノ病 症

ヲ襯 察 ス ノレコ トが 出來 タ、彼 ノ経 験 ハ上 述 ノ如 キ從 來

ノ意 見 トハ甚 シク矛 盾 シ テ 居 タ、 彼 ノ経 験 二依 レバ

ドマ ラ リア」ノ新 感 染 ノ・現 存 ス ル 結 核 ノ経 過 ヲ不 良 二

導 キ、叉 漏 足 ス ベ キ経 過 ヲ取 リソ ・アル結 核 患 者 モ、

「マ ラ リアj二 侵 サ ルル トキハ 急 二 培 悪 ス ル コ トヲ認

メ タ。 コ ノ事 實 ハ ボマ ラ リ アjノ 感 染 ガ患 者 ノ抵 抗 ヲ

弱 メ、 結 核 ノ経 過 ヲ不 良 二導 〃 モ ノ ・ 様 デ ァ ル ト述

べ、 結 論 ト シテ結 核 患 者 二 「マ ラ リア」療 法 ヲ行 フ ハ

録 【第13巻

の

不 適 當 デ ア ル ト述 ベ テ居 ル.(窒 北 轡 專 横 瓢 抄)

結 核 見 童 ニ ツ イ テ行 ツ タVolhard氏 試 駿

ElieZambrano:LeprovedelVelhardneiba】mbini

tubercolotlci,(LapediatriaVoL42.Nov。1934)

3歳 ヵ ラ11歳 マデ ノ35人 ノ種 々ノ型 ノ結 核 小 見 ニ

ツ イ テVolhardノ 稀 繹 及 濃 縮 試 験 ガ試 ミラvタ 。 重

症 ノ結 核 小 見 モ カナ リ高 イ稀繹 、濃 縮 能 カ ヲ保 ツテ ヰ

ル コ トガ判 明 シ タ。著 者 ハ コ レヲ小 兇 ノ腎 ハ 結核 感 染

ニ ヨ♪レ異 常刺 戟 二封 シ テ成 人 ヨ リ モ 長 ク代 償 カ ヲ保

ツ タ メデ ア ル ト訊 明 シテ ヰ ル。(京 大 松 田抄)

友 復沈 降 試 験

LeeD.vanAntwe叩M.P.:Repeatedsedimentation

test.(American.JoumalofDiseaseofChildren

Oct1934.Vol.48.No.4)

結 核 見 童 ニ ツ イ テー 定 時 日 ヲ隔 テ ・ 赤 血 球 沈 降 試験

ヲ反 復 ス ル ト、ソ ノ間臨 躰 的 ニノ・饗 化 ガ認 メ ラ レナ イ

ノ ニ、沈 降 試 験 ノ成 績 二著 シ イ差異 テ 見 ラ レル コ トガ

ア ル。 著 者 ハ づ ノ原 因 ヲ試 験 ノ際 ノ見 童 ノ不 安、興奮

二求 メ ヤ ウ トス ル。 興 蕊 時 二副 腎 ノ活 動 ガ壇 ス カ ラ、

EpiRephrinが 赤血 球 ノ 沈 降 速 度 ヲ速 メル ノデノ・ナ イ

カb考 ヘ テ、 結 核 見 童 ニ ツ イ テ探 血 後Epinephrinヲ

加 ヘ タ血 液 ト加 ヘ ナ イ血 液 トニ ツ イ テ 赤血 球 ノ沈 降

速 度 ヲ比 較 シタ。 然 シ實 験 ノ結 果 ハ 著 シイ差 異 ハ認

メ ラ レナ カ ツ タ。

叉 疾 痛 、 不 安 、興 奮 ガ血 糖 ヲ培 加 サ セ ル カ ラ、 コ レガ

赤 血 球 ノ沈 降 速 度 ヲ速 メ ノレノデ ハ ナ イ カ 瓦 前 ノ實験

ノEpinephrinノ 代 リニDextroseヲ 使 ツ タ ガ、此 塵

ニ モ差 異 ハ認 メ ラ レナ カ)ソタ.(京 大 小 見 科 松 田抄)

H.Kienlin:ZurFragedesInfektionswegesdes

PrimarkemplexesbeiderweiblichenGenitaltuber・

kUlose.(ArchivfUrGyn乞kologieBd.139.H.4.1934)

著 者 ハ女 性 生殖 器結 核 ノ饗 生 二關 シ 原 登 性 女性 生埴

器 結 核 ノ有 無 、績 腰 性 結核 ノ感 染経 路及 ビ腹 膜 結 核 二

於 ケ ル輸 卵 管 ノ關係 ノ三 問題 二關 シ、實験 的研 究 ヲ行

ヒ實 験 動 物 ヲ(雌 性 海 狸2結 核 菌0.(6X含 有 ノ60蝿

生 理 的 食 盤水iAome及 ビ1ん,o雇 ヲ以 テ 腕 壁 損 傷 部感

染 、開腹 上 子 宮膿 部注 射 、腹 腔 内 注 射 及 ビ心臓 内注入

等 ノ諸 方 法 二依 リ生 殖 器結 核 ノ實 験 的 登 生 ヲ施 行 シ、

實 験 後 早 キ ハ1週 間 、遅 キハ8ク 月一 般 二3乃 至4ク

月 後 二死 亡 シタ ル モ ノ ・生 殖 器 ヲ肉 眼 的 、組 織 學 的 二

検 索 シ次 ノ結 論 ヲ得 タ リ。

1、 鰹 壁 及 子 宮 二於 ケ ル原 壁 性 結 核 感 染 ハ初 期 原 壁竈
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群ヲ形成ス、

2、 績登性生殖器結核ハ殆 ド血行傳染 二依ルe

3、 結核性腹膜灸ヨリ生殖器結核 ノ績駿 ヲ認メズ。

4、 心臓内注入ニヨリ生殖器結核 ノ駿生ヲ見ズ爾、女

性生殖器結核二於テハ先ヅ輸卵管罹患ス。(濃 野抄)

結核ノ女挫生殖器二及ボズ影響

早川寛齋(臨 肱産科嬬人科、第10巻 、 第1號 昭和10

年1月 豪行)

著者ハ37例 ノ肺結核屍二於クル女性生殖器二就テ、

病理組織學的研究 ヲナシ、結核屍ノ卵集及 ビ子宮ニハ

生殖器結核 ノ有無二關セズ、叉年齢 ヲ問ハズ共通ナ,レ

次ノ如キ所見ヲ認メタリ(卵集).卵 集 ノ表面ハ凹凸不

卒ナルモノ多ク、白膜ハ不規則二肥厚 シ搬痕組織観、

硝子様墾性二昭ルモノ往 々アリ、濾胞系統著 シク減少

墾性 シ成熟濾胞虹 ビニ黄膿 ヲ認メズ、皮質ノ問實結締

織ハ圭 トシテ繊維性結締織 ヨリ成 リ走行齪雑ニシテ

基質細胞ハ甚 シク其ノ撒 ヲ減 ジ恰モ豫痕様ヲ呈 シ、叉

一部二於テハ硝子標饗 性二昭ル(子 宮)
。子宮粘膜ノ・一

般二著 シク菲薄ニ シテ週期性攣化ヲ螢メルが如キ状

態ヲ認 メズ、基底層ハ比較的墳殖肥厚メ、子宮腺ハ減

少 シ走行不整、腺細胞ハ多クハ高度 ノ萎縮攣性叉ハ壌

死二昭ル、間質結締織筋繊維ニモ髪性 ヲ認ム.著 者ノ・

結核屍 ノ子宮二於クル憂化 ハ軍二卵菓機能 ノ低下叉

ハ屡絶二起因セリト解糧 シ得ズ、所謂結核毒素ガ卵集

機能二關係ナクトモ直接 二子宮組織 ヲ侵害スルコ ト

著シキコ トヲ主張セリ。叉卵稟二於ケル結核性結節、

ソノ形状 ソノ好猶部位蚊 ビ ニ 傳染経路等二關シ述ペ

ル トコロアリ。

著者ハ叉白鼠ヲ使用 シ腔脂膏 二 依 リ豫メ性週期 ヲ知

リ置キ然ル後結核菌或 ヒバ結核毒素 ヲ注射 シテ卵集

機能獣態 ヲ観察 シ併セ テ其 ノ卵巣及 ビ子宮 ノ病理組

織學的検索 ヲ行ヘ リ。郎結核菌及 ビ毒素ハ何 レモ白鼠

雌性生殖器二病理組織學的 二退行性病攣 ヲ惹起セシ

ムル ト共ニソノ機能 ヲ障碍セシメ、性週期 ノ攣牝 ヲ引

起サシムルモソノ被影響度 ハ 白鼠 ノ個性ニヨリテ差

異アリ。而シテ週期遅延ノ際ニハ卵集濾胞ノ退行性攣

化遊二駿育ノ停止スルヲ實験的二謹明シ得タリ。

爾著者ハ肺結核患者ノ初潮遅延、無月経 ノ成因、稀登

月輕、過少月経及ビ稀獲過少月経、過多月経虹 ビニ月

経痛、叉肺結核患者ノ妊孕力等二就キテノ種 々ナル考

察 ヲ述ベタリ。(山 原抄)

結 棲性眼疾患 ノ診断及ビ治療
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Maasu.Holzman:SpezifiscbeDiagnostikuRdTher-

apiedertuberku16senAugenerkrankungen.(Zentra-

lbL£Ophth.3:s.Bd.Heft.1.1935)

著者 ハ結 核 性 眼 疾 患 ノ診 漸 二 「ツ ベル ク リγ」皮 下 注

射 ヲ行 ヒ、ソ ノ極 少 量(O.1-O.2)ノ 注 射 デ 眼 二病 竈 反

磨 ヲ來 タ ス場 合 ヲ結 核 性 ト見倣 シタ。

ソノ反懸 トハ眼 底 ノ充 血 、 色 素 移 動 、病 竈及 ビ角 膜 ノ

浸潤 ノ形 及 ビ大 サ ノ饗 化 等 デ ァ ル。

218人 ノ結 核 ヲ疑 フベ キ眼 疾 患 々者 ノ内83人 二就 テ

ソノ診断 ヲ此 槍 査 ニ ヨツ テ確 メ タ。 此 内76人 ヲ 「ヅ

ベ ル ク リソ」デ 治 療 シ テ58例 二於 テ良 結 果 ヲ得 タ、

4例 二於 テ再 登 ヲ見 タ が之 モ4-5日 ノ 「ツ ベル ク リ

ソ」注 射 デ治 癒 シ タ.

最 初 ノ治療 用 量 トシテ ハ病 竈 反 癒 ヲ起 ス量 ヲ用 ヒ、著

者 ノ・之 ヲTuberkulintieterb名 付 ク ル コ ト ヲ 提議 シ

テ居 ル。(慶 大 眼 科 菅 沼抄)

結 核 ノ際 ノ眼 疾 患

Zeemen:AugenerkraRkungenbeiTuberkulose.(Ze-

ntralbl.f.Ophth.33.Bd.Heft.1.1935)

著 者 ハ眼 科 瞥 ノ遭 遇 ス ル結 核 ノ種 々 ノ 型 二就 テ綜 読

ヲ述 ベ テ居 ル、 全 均 ノ粟 粒 結 核 ガ ア ル ガ シ カ シ淋 巴

腺 、 中櫃 紳 経 系 、眼 球 二局 所 的 ノ結 核 モ ア ノレ、 網 膜 ニ

テmiliareE田orescenzenガ 現 バ レ ル、 之 ノ・1同 ノ

検 査 ノ時 二無 ク テ モ繰 返 ヘ シ テ 楡 査 ス ル ト見逃 ス コ

トハ ナ イ。

申 椹紳 経 系 ノ結 核 性 疾 患:急 性 粟 粒 結核 ハ 子 供 二於

テ ハ磯 膜 炎 ノ像 デ経 過 スル 、騰 膜 結 核 ト結 核 性 膿 膜 炎

トハ次 ノ鮎 デ輝 別 サ レル。 即 チ前 者 二於 テ ハ 軟 膿膜 、

特 二FossaSyl、ii二 於 ケ ル粟 粒結 節 、 後 者 二於 テ ・・

彊 底 二於 ケ ル膠 様 漿 液 繊 維 素 性 、時 二化 膿 性 鵬 膜 炎 ノ

像 トシ テ現 バ レル、結 核 性 脚 膜 炎 ハ ソ ノ位 置 二 欝ソ テ

屡 帽艮ノ方 二攣 化 ヲ起 ス、 即 チ眼 球 震 燈 、眼 瞼 下 垂 、

眼 筋麻 癖 、輕 度 ノ覗 紳 経 、乳 頭 ノ腫 脹 、脈 絡膜 結 核 腫 、

覗 紳経 交 叉 部 疾 患等 ヲ來 タ ズ、 ソ ノ豫 後 ハ 不 良 デ ア

フレ 。 ・♂

慢 性 鷹 膜 炎 ハ ソ ノ病 竈 ノ位 置 カ ラ 眼 ノ方 二憂 牝 ヲ起

サ ナ イ.

弧 在 性 結 核 性 肉 芽 腫 ハ膀 腫瘍 ノ像 ヲ呈 スル 、結 核 性 ノ

皮 膚 及 ビ粘 膜 ノ疾 患 トシ テハ 先 ヅ 狼 瘡 ヲア ゲ ナ ケ レ

バ ナ ラナ イ、之 《 多 ク鼻 叉 ハ頬 部 カ ラ始 マ ノレガ時 二鼻

ノ粘 膜 カ ラモ始 マ ル。コ レが披 がソ テ、 ソノ 強 イ癒 痕

ノ爲 メ ニ途 二失 明 サ セ テ シ マ フ コ トモ ァ ヌレ.鼻 粘 膜 ノ
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狼 瘡 ハ 鼻 涙 管 ノ 狭 窄 ヲ 起 シ、 次 第 二涙 嚢 炎 ヲ起 ス。

Erythemaindu聡tumb同 時 二虹 彩 毛 様 髄 ヲ 起 ス コ

トが屡 ζアル、

涙 腺 腫 瘍 ハ結 核 性 ノ場 合 モ アル。

結 膜 結 核 ハ急 性 二 始 マ ル。 ソ シ テParinaud氏 病 二

似 タ像 ヲ以 テ始 マ ル モ ノ、鶏 冠 状 二壇殖 ス ル モ ノ、 狼

瘡 型 ニ ナ ツ テ居 ル モ ノ等 が ア ル。

眼 ノ腺 病 性 疾 患 が ア ル場 合 ニ ハ 勇 燈 ノ他 ノ部 分 二結

核 性 ノ症 状 ノ ア ル2bが 多 イ。 即 チ淋 巴腺 結 核 、 狼

瘡 、肋 骨 及 脊 推 「カ リエ ス」等 ガア リ、 鞄 レケ ー民 反磨

マ ンb一 氏 反 慮 ハ 常 二陽 性 デ ァ 」レeBlepharospasm"s

Pannus,Phlyktiin等 ハ 腺病 的 ノ特 徴 デ ア ♪レ。

外 丙 的 ノ結 核 性 角膜 疾 患 ハ極 メ テ稀 レデ、多 ク内 因的

デ 、 輩 膜 或 ハ 虹 彩 毛 様 饅 中 ノ 病 竈 カ ラ振 ツ テ始 マ ル、

此 場 合 角膜 ノ裏 面 カ ラ始 マル カ、叉 ハ角膜 實 質 中 二小

病 竃 トシ テ生 ジテ來 ル、 シカ シ角 膜 中瀟 蔓 性 二溜 濁 シ

タ場 合 ニ ハ先 天 徴 毒 ノ場 合 ノ モ ノ ト 鑑 別 ノ・困 難 デ ア

'Vo

上輩 膜 炎、 輩 膜 炎 ハ結 核 性 デ アル、急 患 虹 彩 炎 モ結 核

性 ノ コ トがア,レが、 後 日虹 彩 二結 節、 叉 ハ 静 脹 周 園

炎 、版 絡膜 炎 が生 ジ テ診 断 が初 メ テ確 實 トナル コ トが

ア ル。 結 核 性 虹 彩 炎 ノ最 モ多 ク 見 つ の レ型 ハ慢 性 ノ

モ ノ デ ア ツ テ多 数 ノ硝 子 様 ノ血 管 二 取 リ 園 マ レタ結

・節 ヲ有 シテ居 ル。結 核 性 毛 様髄 質 ニ モ急 性 、 悪 急 性 、

慢 性 ノ匪 別 ガ ア ル。 屡 く眼 前 部 ニ ハ 全 ク饗 化 ナ ク テ

眼 底 二結核 性 脈 絡 膜 炎 ノ ア ノレコ トが ア,レ、之 ハ粟 粒 結

核 、周 邊 部 叉 ノ、散在 性 豚 絡 膜 炎 トシテ又 ハ弧 在 結 核 ト

シテ現 ハ の レ。

網 膜 ノ結核 ハ稀vデ1920年 マ デ ノ文 獄 中 二於 テ僅 力

15例 ガ組 織 學 的 二謹 明 サvテ 居 ル ノ ミデ ア ル、 網 膜

血 管 ニハ結 核 性 静 脈 周園 炎 が來 ル、網 膜剥 離 ノ・時 二結

核 ト關係 が アル、覗 紳 経 ノ結 核 ハ 稀 レデ アル、 眼球 結

核 ハ極 ク稀 二全 眼 球 炎 ヲ起 ス。(慶 大 眼 科 菅 沼 抄)

ξク ー リ ッツ氏 症 候 群 ト結核 トノ關係

Rees:Mikuliczsyndromeinassociationwithtuber・

cUlosis.Rep◎rtofacase.(Zentralbl.f.Ophth。33.

Bd.Heft.1.1935)

所 謂 ミ氏 病 ハ種 々 ノ疾 患 ヲ件 フ ノ デ ミ氏 症 候 群 ト 稽

ス ペ キ モ ノデ ア}レ、之 ニ ハ次 ノ種 々 ノ場 合 が アル。

1、 先 天 性、 遺 傳 性、 家 族 性 疾 患 ノ コ ト

2、 淋 巴 系統 ノ疾 患 ヲ件 フ場 合

3、 ミ馬 症 候 群 ノ ミア ル場 合
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4、 同時 二白血 病 ノア ル 場合

5、 結 核 性 ノ場 合

6、 徽 毒 ノ場 合

7、 痛 風 ノ場 合

8、 唾 液 排 泄 管 炎 ヲ俘 フ場 合

偶 然Erbノ 若 年 性 筋 萎 縮 症 、Grave氏 病 早 獲性 痴 呆

震 頭麻 癖 ヲ伴 フ コ トモ ア ル。

ミ氏 ノ原 著 ニ ヨル ト摘 出 シ タ腺 ハ 結 締織 壇殖 ヲ來 タ

ス慢 性 ノ良 性 ノ炎 症 デ ア ル、屡 く肺 炎 叉 ハ 丹毒 ノ後 二

腺 ノ腫 脹 が滑 退 ス ル、淋 巴細 胞 浸 潤 ノ アル例 又 ハ腫瘍

ノ性 質 ヲ有 ス ル ヤ ウナ場 合 ニ ハ 放 射線 療 法 ガ有数 ヂ

ア ル、砒 素 沃 度 等 モ数 ク。

著 者 ノ経 験 シタ症 例 ハ18歳 ノ少 女 デ肺 結 核 ト疑 フベ

カ ラ ザル陳 藩性 ノ結 核 性 ノ脹 絡膜 炎 トヲ詮 明 シタ。

(慶 大 眼 科 菅 沼抄)

全 身 ヲ剖 楡 シタ陳 奮 性 脈 絡 膜 炎 ノ1例 、及 ビ結

核 ノ眼 鯨 移 ノ根 元 二就 テ

Rosenschneideru.Sponholz:EinFallvonabgelau・

fenerChorioiditisdisseminatamitvollstd獄digem

Sektionsbefund。BemerkungenifberdieQueiletube・

rku16serAugenmetastasen.(ZeRtralb1.f.Ophth.33.

Bd.Heft.1.1935)

癌 デ死 亡 シタ53歳 ノ男 子 デ死 ノ前 日二雨 眼 二古 イ散

在 性 脈 絡 膜 炎 ノ像 ヲ認 メ タ、彼 ノ妻 ノ言 ニ ヨル ト彼 ハ

眼病 二罹 ツタ コ トモ ナ ク、眼 科 轡 ノ治 療 ヲ受 ケ タ 認 ト

モナ カヅ タ ト。

剖 検 シテ 見 ル ト小腸 ノ腸 間膜 ニ ー ツノ石 灰 化 シタ結

核 性 病 竈 ト、ニ ツ ノ大 動 脈 周 園 淋 巴 腺 ノ結 核病 竈 ヲ認

メ タ組 織 學 的所 見 カ ラ著 者 ノ・次 ノ如 ク結 ンデ居,レ。

淋 巴 腺 ノ疾 患 ・・脹 絡 膜 炎 ヨ リモ新 シ イ、而 シ テ現 在 罹

患 シテ居 ル淋 巴腺 バー 次 病 竈 カ ラ 血 行 ヲ介 シテ來 タ

種 子 が滞 留 シタ爲 メ デ ハ ナ イ、叉 淋 巴腺 ノ急 性 ノ結核

性 疾 患 ノア ル事 ハ第 一 次 病 竈 ガ 全 ク オサ マ ツ テ居 ナ

イ デ ソコ ニ生 ジタ種 子 が眼 二輔 移 ジタ ノ デ ア ラ ウ。

(慶 大 眼 科 菅 沼 抄)

前 眼 部結 核 ノ治療 昌奮 「ツベ ル ク リ ン」ノ局所 癒

用

Sass:LokaleAnwenduhgvonAlt・Tuberkulininder

TherapiederTuberkulose・Erkrankungendesverde・

renAugenabschnittes.(Zentralbl.f,Ophth.3aBd・

Heft.1.1935)

}著 者
ハ14例 ノ眼結 核 患 者 即 チ5例 ノ結 膜 角膜 疾 患、
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4例 ノ上輩 膜 炎 、4例 ノ角 膜 實 質 炎 、'2例 ノ虹 彩 毛 檬

盟 炎 ノ患 者 二藩Fツ ベ リク リ ソJヲ 鮎 眼 シテ治 療 シタ、

同時 二必 要 二慮 ジ テ讐通 ノ藥物 療 法(「 ア トロ ビ ソ」温

羅 法)ヲ 行 ツ タ。 善蓮 約2ケ 月 二14--18日 黙 眼 シタ、

倣例(結 核 性結 膜 炎)デ ハ之 ヲ繰 り返 ヘ シ1--2ケ 月後

二完全 二治癒 シタ。

全症 例 デ臨鉢 的 ニ ハ治 癒 シタ.

シ カ シ常 二多少 ノ局 所 反 旛 ハ 見 ラ レタ、之 ハ極薄 イ溶

液(1:2000)デ モ起 ル ガ何 等 危 瞼 ハ ナ イ、若 者/・之 ヲ診

噺 二用 ヒタ.最 後 ニ ハ薄 ヂツ ベル ク リ め ノ非 常 二濃

厚 液(1:ユOO-200)ヲ 用 ヒタ が何 ソ ノ害 モ ナ ヵ ツ タ、

此 局所 免 疫 法 ・・再 獲 二野 シテ ハ保 謹 出來 ナ イ.シ カ シ

常 二輕 ク 早 ク経 過 ス ル ノ が常 デ ア ル、カ ・ル例 二本 療

法 ヲ繰 リ返 ヘ シテ居 ル ト常 二 鮎 眼 後 ノ反 磨 ハ輕 ク ナ

リ途 ニ ノ、全 クナ クナ ッ テ シマ フ。

著 者 ノ意 見 ニ ヨル ト再 獲 ノ 豫 防 ノ爲 メ ニ ハ 症 状 がナ

クナ ツ テ モ 繰 リ返 ヘ ス ベ キ デ ア ル ト。,此 局所 的療 法

二ruツ テ全 均 ノ状 態 トク ニ肺 ノ 所 見 ハ 著 明 ニ ヨク ナ

ル。(慶 大 眼科 菅 沼抄)

眼科 領 域 二於 ケ ルLδweRstein結 核 菌 検 出

Bencini:DieAufsuehungdesTuborkelbaciUusim

BlutenachderMethodevonLδwensteinderOph・

thalmologie.(Zentralbl .fOphth.Heft.2.33、Band

1935)

著 者 ハ全 均 的 踵 ビニ眼 局 所 的 二 結核 ヲ謹 明 シタ5例

二就 テL6wensteinノ 方 法 二從 ツ テ 血 中 ノ結 核 菌 ヲ

検 ベ タ所 、総 テ例 二於 テ常 二陰 性 デ アソ タ。

(慶 大 眼科 菅 沼抄)

結 膜結 核 ノ組 織 及 ビ分 泌 物 ヨ リノ結 核菌 培 養、

及 ビ結 核 性眼 疾 患 患 者 ノ血 液 中 ヨ リ ノ結 核 菌

護 明

Takagi:TuberkelbacillenkulturausdemGewebe

undSekretbeiConjunctivalttiberkulose ,neb§tBem・

erkungUberdenNachwei§voRTuberkelbacillenin

zirkulierendemBluttuberku16serAugenkr 、言nker.

(Zentralbl.f,Ophth.33.Bd。Heft。2.193δ).

旱例 ノ結膜 結 核 患 者 ノ結 膜 組 織 及 ビ 分 泌 物 カ ラ培養

ヲ 試 ミタ。 組 織 片 ハ 出來,レ ダ ケ無 菌 的 二切 除 シテ
、ソ

ノ乳 瑚 ヲ作 リ、 分泌 物 ハ早 朝 二 結 膜嚢 カ ラ探 取 シタ
。

此2例 二於 テへ 組 織 並 ビニ分 泌 物 カ テ結 核 菌 ヲ培 養

シ得 タ が他 ノ35例 ノ結 核 性 疾 患 デ ハ結 果 ハ陰 性 二終

ツ タ。'(慶 大 眼 科 菅 沼 抄)
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實 験 的 眼 結 核 知 見補 遺

其 「 結 核菌 ノ構 成 分 子 ガ眼 球 組 織 二及 ボ ス影

響 ノ病 理 組 織 學的 臨 躰 的 所 見 二就 テ

Kuniva:EinBeitragzurKenntnisttberdiePatho-

gese'dertuberku16senAugenkrankheiten.1.Mitt.:

ExperimeRtelleUntersuchungeRtiberdieAugenve-

r段nderungendurchdievoRTuberkelbacillenherge-一

$telltenSt◎ffeunddasAtttuberkulin.(ZentralbL

£Ophth.33.BdHeft.2,1935)

著 者 ハ結 核 菌 構 成 分 子及 ビ奮 「ッ ベ リク リ ン」 ヲ家 兎 、

頸 動 脈 内 二注 入 シタ.眼 球 ハ長 時 日臨 駄 的 二観 察 シダ

後 二摘 出 シタ.4例 二於 テ ハ注 入 後10日 目 二眼 底 中

覗 榊 経 乳 頭 近 傍 二 白斑 ヲ認 メ タ。 ソ ノ大 サ バ1んo乳 頭

大 位 デ ア ツ タ。 之 ハ綱 膜 ノ深 暦 叉 ハ 脹 絡 膜 二在 ル ト

思 ハ レタ、 組 織 學 的 二 見 ル ト脈 絡 膜 ノ 肥 厚 、 綱 膜 剥

離 、 色素 上 皮 ノ攣 性 、節細 胞 層 ノ荒 慶 等 が ア ツ タ、 爾

ホ著 者 ハPoosガ 家 兎 二奮 「ツ ベル ク リソ」 ヲ注 射 ン

タ時 ノ如 ク毛 細 血 管 毒 トナ シ テ 作用 ス ル モ ノ デ ア ラ

ウ ト考 ヘ テ居 ル。(慶 大 眼科 菅 沼抄)

諸 型 結 核菌 ヲ以 テ セ ル動 物(家 兎 「モ ル モッb」)

結 膜 感 染 及 ビ再 感 染 二就 テ

Ferrari:Suldifferentecomportamentodellainfezi・

。needellareinfezi・1}edellac・ngiuntivadianimali .

(cavie備eonigli)convaritipSdibacillitubercolari。

(ZeRtralbl,f・Ophth.33.Bd.Heft.鼠1935.)

「モ ル モット」家 兎 ノ結膜 ヲ諸 型 ノ結 核 菌(Typushuma--

nus,bovinusu.aviarius)デ 感 染 サセ タ、(結 膜 齪 切 後

菌 乳 鋼 鮎 眼 及 ビ結 膜 下 注射)24-30時 間 後 二総 テ ノ例

二於 テ結 膜 ノ輕 度 ノ充 血 ヲオ コ シ、叉 屡 く浸 潤 が現 ハ

レタ、 是 等 ・・2-3日 間績 イタ。 全 症 例 共4-20日 二

特 殊 ノ牝(肉 芽 腫)ヲ 生 ジタ。 之 がTypushumanusヲ

以 テ感 染 サ セ タ 「モル モットjTypusbovinusヲ 以 テ

シ タ家 兎 二於 テ ヨ リ早 期 二現 ハ レ タ。人 型 蚊 ビ ニ牛 型

菌 デ虞 置 シタfモ ル モット」デ ハ鮎 眼 デ モ結 膜 下 注射 デ

モ 生 ジタ。 家 兎 デハ 腫 大 シタ 結 節 ハ 見 ラ レナ カ ツタ.

攣 化 ノ強 度 カ ラ云 フb「 モ ル モット」デ ハ人 型 、 家 兎 デ

ハ牛 型 菌 ガ ヨ リ強 久waり 早期 二攣 化 ガ現 ハ レタ
。 他

眼 二再 惑 染 サ セ タ場 合 ニ ハ攣 化 ガ3リ 早 ク現 ハ ル が、

前 塵 置 ヲ施 シタ眼 ニ ハ特 別 ノ 攣 化 ハ現 ノ・レナ イ コ ト

ヲ知 ツ タ。(慶 大 眼科 菅 沼 抄)

結 核 性 虹 彩 毛 檬 膿 炎

Knapova,F.:(Cas.16k.cesk.1933.Zentralbl.f.d.
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gesam.Ophth32.Bd.Hefし12,1935.S.737)

プ ラー グ ノ眼 科 敬 室=於 テ1927年 カ ラ1931年 二至

ル5年 間 二222例 ノ虹 彩 炎 患 者 ヲ診 タ、 ソノ 内44.59

%が 結 核 性 デ ア ツ タ。 男26.12%、 女18.46?6、 雨 眼

23。42%、 片眼21.12%、 片 眼 ノ場 合 ニ ハ大 部 分 外 來 デ

治 療 シタ.

年 齢 ニ ヨツ テ 分 ケ ル ト10歳 迄 ・・1例 、20歳 迄 ・・9

例 、30歳 マ デ・・19例 、40歳 マ デ ハ26例 、50歳 マ

デ ハ12例,60歳 マ デ ノ・20例 、70歳 マデ ハ1例 、

内 科 的及 「vソ トゲ ソ」所 見 トシテ ハ 常 二輕 度 ノ肺 臓

ノ饗 化 ヲ詮 明 シタ が、 肺 瘍 ハ ナ カツ タ。

治 療 法 ト シテノ、屡1牛 乳 注 射 ヲ 試 ミタ1ツ ベ ル ク リ

ン」モ敷 が ア リ、虹 彩 ヘ ノ「Vj線 放 射 モ敷 果 が ア ツ タ。

唯1例 が頻 同 ノ再 獲 ノ後 雨 眼 失 明 シ、他 ノ1例 デ ハ片

眼 が眼 球瘍 二昭 り、 績 曇 性 白内 障 ヲ起 シタ.

(慶 大 眼 科 菅 沼定 男抄)

「ツベ ル ク リン
、 ア レル ギ ー」卜「フ リニク テ ンJ

二就 テ.

Vanna§:{)berTuberkt}linallergieundAugenphlyk-

tiinulose.(Klin.Monatbl.f.Augh.94.Bd・1935・)

以 前 ハ眼 炎 症 ノ原 因 が結核 性 デ リ レカ否 カヲ題別 ス ル

際 二 勇饅 ノ他 部 特 二肺 二結 核性 饗化 ガ ア レ バ 之 ヲ結

核 性 デ ア ラ ウ ト考 ヘ タ、 シ カ シ今 日デ ノ・Werdenberg

K逝ckmann氏 等 ノ研 究;yソ テ眼 結 核 ノ輕重 及 ビ頻

度 ハ肺 結 核 ノ程 度 トハ卒 行 シナ イ ノ ミデ ナ ク、寧 ロ之

ト反 封 二輕 度 ノ眼結 核 が重症 ノ肺 愛 化 ヲ俘 ヒ、或 ハ 之

ト反 封 ノ場 合 が知 ラ レテ居 ル、 ソ レ故 眼 結 核 ハ重 症 肺

結 核 患 者 二於 ク ル ヨ リ モ 全 均 症 駄 ノ可 良 ナ人 二於 テ

検 べ,レベ キ デ ア ル コ トガ確 定 サ レテ居 ル。

眼 結 核 ト眼 「プ リュク テ ソ」bハ 明 カニ匪 別 ス ベ キ モ ノ

デ ア ル、 「ブ リュクテ ン」ハ結 膜 、 角膜 輪 部 ノ結 膜 ノ疾

患 デ ア,v。定 型 的 ノ眼 結 核 ノ・眼 内(Uxea及 ビRetima)

ノ疾 患 ヂ ア ル。 此 雨 者 二於 テ 同一 ナ ノノ・ソノ原 因 デ

ア ルゆ

「フ」ノ壁 生 二就 テ ハ久 シ ク論$サvEkzemtheorie ,

ExsudativeDiathese説 等 が唱 ヘ ラvテ 居'レe

ビル ケ ー氏 皮 膚反 磨iが特 二小 見 二於 テ 陽性 デ アル コ

トハ ソ ノ患 者 が結 核 二擢 ツ テ 居 ル コ トヲ 意 味 シテ オ

ル爲 メ=、 多 ク ノ學 者 ノ・「フ」ノ原 因 ヲ知 ラ ウ ト シテ 此

反 磨 ヲ検 ベ タeEdlerハ27例 ノ 「フ」患 者 中10例 が

1陰性 デ ア ル コ ト ヲ 知 ツ タ、Igersheimerノ ・150人 ノ

■フj患 者 ノビ氏 反 慮 ヲ樵 ベ テ、 ソノ70%が 結 核 デ ア

録 【第13巻

,レコ ト ヲ知 ツ タ、Weekersノ ・88%陽 性 、Ro§enhaueh

ハMnro/perkutaneSalbenmeth◎deデ99%陽 性 、

K611ner,Felbryハ ビ氏 反 慮 デ95%陽 性 デ ア ツタ、

「フ」ノ原 因 ヲ結 核 ト考 フ ル ニ ハ勇 禮 ノ他 部 、コ トニ肺

二結 核 性 愛 化 ヲ見 出 ス コbが 必 要 デ ア ル.叉 「フ」性眼

疾 患 ヲ有 ス ル子 供 ノ、ソ ノ後 ノ運 命 二就 テ検 ベ ル コ ト

モ必 要 デ、カ ・ル子 供 ハ可 成 リ ノ高 率 二肺 結 核 或 ハ他

ノ重症 ノ結核 ヲオ コ ス。

著 者 ハ芽 繭 ノ軍 隊 デ12722人 ノ青 年 二kutane・intra・

kutaPeTuberkulinreaktienヲ 槍 ぺ、 爾 ホ ソ ノ後 約1

年 間、 陽性 ノモ ノ ト陰 性 ノモ ノ ト が 如 何 ナ,レ割合 二

種 々 ノ疾 患特 二「フ」二罹 ル カ ヲ観 察 シ ク。

著 者 ノ例 デ ハ「フ2患 者 中 ビ氏 反 磨 陽 性 ノ モ ノ84.7%

ビ氏 反 磨 陰 性 マ ソh一 氏 反 慮 陽 性 ノ モ ノ9.2%此 雨

者 共 二陰 性 ノモ ノ6.1%デ ア ツ タ。 。

コ ノ結果 カ ラ見,レ ド フ」ハ殆yド 常 二 結 核 性 デ アル

ト考 ヘ ラv;v、Kutanemethodeデ 陰 性 デ モintraku.

taneVerfahrenデ 陽性 ノ コ トガ ア2レ、 共 二陰性 デモ

鍛 ケ 月後 二繰 リ返 ヘ シテ 見 ル 必 要 ガ ア ンレ。

.51「フ」ハRanke二 從 フb結 核 免疫 ノ第2期 二生 ズル

モ ノデ ァンレ トシ、Schieckニ ョ)レ ト第2期 ノ早期 二生

ズ ル モ ノデ アル1・ サViレ ガ著 者 ハ 「フjハ 結核 感 染 ノ

初 期 バ カ リデ ナ クprim翫e,pOstprim蓋rePhaseニ モ

sekun蕊rePhaseニ モ 生 ズ ル モ ノ デ ア,レ ト考^,v。

(慶 大 眼 科 菅 沼抄)

眼 科 疾 患 ノ磨 研 紙 又 ハ 金 剛 砂 紙 ニ ョルperkutan

「ツベ ル ク リ ン3療 法

L6wenstein:DieperkutaReTuberkulinbehandlung

mitHilfevonGlas・oderSchmirgelpapierabreibung。

(Zeitschr.f。Augb.Band.85.Heft.4.1935.)

種 々ノ免 疫學 的 實 験 及 ピ臨 駄 的 経 験 カ ラ 皮 膚 ノ、スベ

テ ノ免 疫 ノ最 モ重 要 ナ根 元 デ ア ル コ トガ断 言 出 來 ル、

痘 瘡 ノ如 キ ハ皮 膚 ノ疾 患 デ ア ル ガ、ソ ノ再 罹 病 二封 シ

テ最 モ確 實 ナ ル免 疫 ヲ残 ス、皮 膚 レ共 二他 ノ臓 器 ガ停

染 病 二侵 サ レ,レ場 合 デ モ、ソ ノ病 機 ノー 部 が皮 膚 二在

ル コ トハ 生涯 ノ免 疫 ヲ得 ル コ トニ ナ,レ。

此 考 ヘ カ ラ結 核 二封 シテ皮 下 「ツ ペ ル ク リ ソ』療 法 カ

ラ皮 内 「ツ ベ,レク リン」療 法 二憂 ツ テ行 ツ タ、眼 ノ結 核

性 疾 患 二封 シテ特 殊療 法 ヲ行 ッ テ居 肱 吾 々眼 寿糟 ハ

強 イ皮 膚 反 旛 ヲ起 シ タ時 二最 モ 良 好 ナ治 癒 ヲ來 タ メ

づ トヲ経 験 シテ 居 ル。

全 勇 反 磨並 ビ ニ病 竈反 鷹 が皮 内接 種 ノ方 ガ、皮下壁 種
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ヨ リモ非 常 二輕 度 デ ア ル トハ イへ 、非 常 二稀 繹 シタ場

合 デ モ全 均蚊 ビ ニ眼 二不 愉 快 ナ 症 状 ヲオ コス"ト が

ア ル6

著 者 ハ最 近 力 ・,レ症 例 ヲ く特 二再 獲 性 硝 子 盟 出血症 ノ

場 合 二)屡 く経 験 シタ ソ 譲デ著 者蚊 ビ ニ多 ク ノ他 ノ眼

科 轡 ハperkutaneTuberculinanwendun9ヲ 始 メ タ、

ソノ方 法 トシテ ハ色 々 ノ コ トヲ試 ミタ が、磨 研 紙、 金

剛 砂紙 ヲ選 ン ダ、 皮 膚 面 ハ 「ペ ンチ ソ」デ ヨク洗 ソタ、

磨研 紙 、 ハ約5cm.四 方 ノ大 サ ニ シ、乾 燥滅 菌 シ タ、

皮膚 面 ヲ手掌 大 以 上 二表 皮 ガ ト レル ヤ ゥニ擦 ツタ、所

望 ス ル反 磨 ノ強 度 二從 ツテ 擦 リ方 ヲ加減 シタ、コ ノ摩

擦面 二1-S滴 ノ醤 「ツ ベtwク リ ン」ヲ滴 下 シテ硝 子 棒

デ強 ク擦 ツ タ。

場 所 トシテ ハ上 腰 ノ外面 、或 ハ 上 腿、 久 ハ胸 部 二行 ッ

久 痒痛 がナ イ ヵ ラ 小 見 ニ モ 行 ヒ得 テ何 等 ノ危 瞼 モ

ナ イ.此 方 法 ニ ヨル器械 的刺 戟 ハ 鍛 時 間 ヲ輕 テ清 失

ヌ ル。

反 磨 ハ通 常24時 間 後=現 バ レル、 即 チ ソ ノ部 位 二禰

蔓 性 ノ登 赤 ヲ來 シ、時 二小 水 泡 が出來 ル、 水 泡 ハ極 メ

テ小 サ ク、 次 第 二乾 燥 シテ シマ フ、最 モ 強 イ反 磨 デ モ

8一 ユ0日 後 ニ ハ消 退 ス ノレ、燈 温 ノ上昇 シタ例 ハ未 ダ輕

験 シナイ。 唯1例 二於 テ頭 痛 ヲ訴 ヘ タe

反 磨 程度 ハ皮 膚 面 ノ大 サ、 摩 擦 ノ強 サ、 ドツ ベ ル ク リ

ンノ 滴 倣等 ニ ヨツ テ加減 ス ル、著 者 ノ・ス ベ テ薩 「ツ ベ

ル ク リ ソ」ヲ用 ヒタ ガ、 他 ノ 「ツペ ル ク リ ン」ノ種 類 即

チTebeprotin.A.O.等 デ モ行 ヒ得2レ.

本 方 法 が皮 下 或 ハ皮 内反 磨 二優 ル製iハ 皮膚 ノ廣 範 園

二反慮 ヲ起 シ得 ル鮎 デ ア ル
、叉 之 ハ何 等 副 作 用 ヲ オ コ

ス コ トノ・ナ イ カ ラ實 地 聲 家 二推 奨 ス ベ キ 方法 デ ア ル
。

(慶大 眼科 菅 沼抄)

實 駿 的眼 結 核 知 見補 遺 其 二 、 結 核 菌 ノ構 成 分

子 ガ眼球 組 織 二及 ボ ス 影響 ノ病 理 組 織 學 的 臨 躰

的 所 見 昌就4テ(眼 内 直 接 々種 二 依 ル實 験)

國 谷雄 輔(日 本 眼 科 學 會 雑 誌 、第39倦 、 第1號)

著 者 ハ前 著 二於 テ 結 核 菌 構 成 分 子 ノ血 行 輸 入 二 因 ル

眼 憂状 ヲ臨 脈 的蚊 ビニ病 理組 織 學 的 二述 ベ タ、今 同 ハ

是 等 分質 ヲ直接 眼 内 二接 種 シテ 實験 シタ。

接 種材 料e「 リポイ ドj檬 物 質 、 「ヒス ト ソ」含有 蛋 白

質・ 「ヌ ク レオ ブ ・デ イ ド」rヌ クVイ ン」酸 、 暫 ツベ

ル 〃 瞬ン」。

接 種 動物.盟 重2妊 以 上 ノ 白色 叉 ハ有 色家 兎 。

接 種 量。 菌構 成 分 子 二於 テ ハ、結 核 菌bl50rミ リグ ラ
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ム」中 二含有 セ ラ ル ・夫 等 菌構 成 分 子 ノ 量 ヲ生 理 的 食

盤水1c・a中 二含 有 セ シム ル が如 ク ニ、該 液 ヲ以 テ、 或

ル モ ノハ乳 鋼 ト爲 シ、 或 者 ノ、液 中 二 溶 解 セ シメ、 薄

「ツ ベ ル ク リy2二 於 テ ハ 其 原 液 ヲ100倍 二稀繹 シ斯

ク テ夫 セO.2-O.3auヲ 接 種 材 料bシ テ使 用 シタ。

接 種 方 法、 前房 水 ヲO.2-O.3c.c.漏 シ、 前記 接種 材 料

ヲO.2-0.3〈xα ヲ前 房 内 二注入 ジタ、硝 子膿 接種 ハ 前

記 接 種 材科 二 〇.2-O。3agヲ 上 直筋 及 三 眼膜 ヲ貫dテ

硝 子 盟 内 二注 入 シタ。

實験 成績

]、 臨 駄 的所 見 レシテ著 明 二認 メ得 タ ル モ ノハ、 角 膜

二於 テ・・輪 部 ヨ リ中央 部 二向 ソ テ、緩 慢 ナ ル経 過 ヲ以

テ進 行 ス ルPannus標 溜 濁 、 接 種 操 作 後 、暫 時 ニ シテ

出 現 ス ル 禰 蔓 性 實 質 潤 濁 、 著 明 ナ ル虹 彩 ノ充 血 、 時

二見 ル輪 部 結 膜 、 上 輩 膜 ノ充 血 、 腫 脹 等 デ ア ル。

旦 角 膜 ノ病 理 組 織 學 的所 見 二於 テ へ 上 蓮 ノ臨 肱 的

所 見 二相 當 シテ、夫 々圭 ト シテ細胞 浸 潤 及 新 生 血 管 ヲ

見 ル.而 シテ是 等 ノ所 見 ハ 接 種 材 料 二依 リ多 少 ノ特

長 ヲ示 シ、 「ヌ ク レオプ ロテ イ ド」 二於 テ ハ 他 ノ接 種

材 料 ヲ接 種 シタ ル場 合 二比 較 シテ、接 種 後 同一 時 日 ヲ

シテ巌 痕 組 織 ノ形 成 が盛 ソデ ア リ 「ヌクVイ ソ」酸 二

於 テ ハー 般 二所 見著 明 ナ ラズ、 僅 微 ノPannu$檬 攣

化 ヲ認 ムル ノ ミ。

3、 角膜 二於 ケルPann縫s様 潤 濁、 時 二深 部 血 管 ヲ俘

フ瀟 蔓 性 實 質 角膜 溜 濁 等 ハ、接 種 材 料 が先 ヅ前房 隅 角

ヲ、 次 イデ 角膜 輪 部 血 管網 ヲ刺 戟 シ、一 方 ハ 角膜 實 質

内 二侵 入 ス ル コ トニ 預ツ テ 惹 起 セ ラ レタ 攣 牝 ト思 ハ

レ21t'0

4、 角膜上皮暦ハ特二輪部=於 テ細胞浸潤乃至訣損 ヲ

惹起スルが、圭 トシテ實質層ノ憂化 二績蛋 シタモノデ

絵 リニ著明デナグ叉廣汎二及バナイ。

5、 ヱ氏膜、内被細胞層ハ概 ネ墜牝 ヲ蒙ラナイ、從 ソ

テ所謂角膜後面ニヨリ壁ズル 深部浸潤ハ何等人工的

操作 ヲ加ヘルコトナシニ ハ 成立シ得 ルレハ考ヘラレ

ナイ.

6・ 虹彩二於テハ、病理組織學的二著明ナル血管 ノ充

盈・散在性或ハ限局性細胞浸潤、時二滲出物 ノ機化 ニ

ヨツテ生ジへ 結締織 ノ蛮生ヲ見ル外
、結節状 ノ病璽

ヲ認メナイ。

7、 結膜輩膜ハ輪 部二於テ夫 々角膜 ノ墜化 ノ連績 トシ

テ圭 トシテ細胞浸潤 ヲ認メ得タ。而 シテ其浸潤 ノ上輩

膜ニマデ波及シタノハ稀デアル。
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8、 脈絡膜二於テハ病理組織的所見二於テ前房接種 ノ

場合ハ「リポイド」様物質二於テ、硝子盟内接種 ノ場合

ニハ総テノ接種材料二於テ愛化ヲ認 メ得 ル、而 シテ共

憂化ノ主ナルモノハ瘤状肥厚、「プラスマ」細胞、小淋

巴球時二脈絡膜外二噴火状二盗出シ、是等 ノ細胞ハ網

膜二渡潤竈 ヲ作ルコ トモア♪レ。

9、 網膜ハ鵬層 ノ憂化、帥チ節細胞ノ萎縮清失等ハ最

モ普遍的二認メラレル外、接種材料 ノ内奮「ツベルク

リン」ノ如キ、著明ナル壊死 ヲ招來 ス ル コbヲ 知ッ

タ、血行性輸入 ノ實験二於テ屡 く認メラレタ漏出液二

因ル網膜剥離、内外顧粒暦 ノ攣i化等ハ稀二見ルノミ、

10、 覗紳経ニハ前房接種 ノ場合絵 り墾化 ヲ認メズ、硝

子膿接種 ノ場合ハ必獲的 二上行性観紳純炎 ノ組織像

ヲ認メル而シテ其攣化ハ求心性二減少ジ、共交叉部及

ビ他側覗紳纒ニハ墾化 ヲ認メナイ。

11、 上逸 ノ攣化・・接種材料が所謂Szilyノ"KapilL

arengift,,シ テ ノ性質ヲ有スルコトノミヲ以テシテハ

其成立ヲ説明シi霊シ得ナイe

12、 角膜組織、葡萄膜系統 二封スル接種材料ノ強 イ親

和性網膜 ノ節細胞二封 シ、時二網膜金部二封 シ、接種

材料 ノ及ボス有害作用、覗紳輕 二封スル態度 ノ如キ、

新 ジキ知見 ト云ハネノ《ナラナイ。

18、 脈絡膜 二於ケル血行牲輸入 ノ際 ノ璽化及 ビ之 ヨ

リ績駿セリト考ヘラル・愛牝 ト、本篇 二於ケノレ脹絡膜

ノ所見 トヲ比較考案ス レバ、ソノ差異ハ畢寛量的差異

デ本態的差異デナイコトヲ知ノレ。

14、 本篇二於ケル病理組織學的所見ヲ概観 シテ、若シ

敢ヘテ 「結核ノ病理組織像ノ分類」二關スル見地ヨリ

見ルナラバ所謂其ノ「滲出型」ノ所見ヲ想起セシムル。

15、i封照眼ニハ臨肱的ニモ、病理組織學的ニモ攣化 ヲ

認メ得ナイ。(慶 大眼科 菅沼抄)

賓駿的眼結核知見補遣 其三、結核菌 ノ構成分

子ガ眼球組織二及ボス影響呂就テ、(綱括的翻

察、畿往 ノ實験的眼結核 ノ成績 トノ比較考察、

結桟性眼疾患 トノ交渉)

國谷雄輔 〔日本眼科學會雑誌、第39巻 、第2號)

著者ハ既二前掲二篇 ノ論著二於 テ 結核菌ノ構成分子

二因ル眼愛状ノ實験的研究二於テ、其等物質ノ相異ル

接種方法ニヨル、眼墾状 ノ臨駄的、病組織學的所見二

就イテ認逸シ、次イデ其等墾歌ノ成立機縛乃至其ノ接

種材料 ノ性質等二關シ テ 些力考察 ヲ廻ラス所 がア.ッ

タ、本締 二於テハ是等 ノ成績全部 ヲ綜合観察シ、本實
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験成績 ト既往ノ實験的眼結核 ノソレト ヲ比較考察シ

以テ本實験 ハ如何 ナ ル 鮎二於テ諸種 ノ結核性眼疾患

ノ成立機縛ノ訊明二寄與 シタカニ就テ考究 シ、斯クテ

本實験 ノ有ス,レ意義二就 テ所信 ノー端 ヲ述ベテ居ル、

是等ヲ総摺ス レバ次ノ如クデアル。

1.結 核菌ノ構成分子及ビ奮「ツベルクリソjハ共通ナ

,レ性質 トシテSzilyノ 所謂"Kapillarengift"ノ 作

用 ヲ獲揮ス,レモノナルコトヲ知ツタ。

2、 是等ノ物質ハ以上 ノ如キ性質以外二角膜組織及ビ

網膜特二膿暦 二i封シテ親和性 ヲ有スル蟹 トヲ各種接

種法二依ル是等ノ組織 ノ病理組織像カラ想像 シ得ル。

3、 是等物質ノ家兎眼接種 二俵ル眼愛状ノ病理組織像

ハ畢寛滲出性炎衝ノ病理組織像デアツテ、結核性讐化

ノ定型的ナルモノヲ認メ得ナカツタ、

4、 本實験成績ハ從來結核性眼疾患 トシテ、定型的結

核性憂化 ヲ、剖見上現示スルモノヨリモ寧ロ「滲出型

病型jヲ 主 〉シテ定型的結核性憂化 ノ螢現不充分ナル

組織像ヲ現示ヌル結核性眼疾患 ノ成立機轄ヘノ訊明

二多少 ノ貢獄 ヲ齎 シタ。(慶 大眼科 菅沼抄)

高度二鑛張セル結核性涙嚢炎 ノー例

弓削纒一(中 央眼科響報、昭和10年2月 號、第142

頁)

23歳 ノ女、從來左眼二流涙 アリ、 涙嚢部腫脹蛮赤3

ケ月後二受診、全均的ニノ・輕度 ノ貧血ハアツタが、榮

養ハ可良デアツタ、頸部並ビニ顎下淋巴腺 ハ腫脹シ

テ居タ、顔面皮膚ニハ異状ナク、左眼涙嚢部ハ中等度

二腫脹 シ、輕ク骸赤 シテ居タ、此腫脹蛮赤ハ内砦部ヲ

中心 トシテ上下二及ビ殊二下方 二 強クー部下眼瞼部

ニマデ蓮 シテ居タ。鯛診スルト腫脹 ハ柔軟デ終痛ナ

ク波動ハ著明ニアツタ、腫脹 ノ最モ強 イ下方ヲ渥迫ス

ル ト涙鮎 カラ粘稠ナ膿性液 ヲ少量排出シタ、更二内砦

靭帯二相當スル部 ヲ輕ク歴迫 シテ、同時二下方二歴迫

スル ト、稽 く濃厚ナ膿が出タガ他ノ如何ナル方向カラ

歴迫 シテモ液 ノ排出モナク、腫脹モ減退シナカツタ。

先ヅ涙管 ヲ切開シテ消息子ヲ播入シタクレドモ、数果

ナク巳ムナク涙嚢 ヲ摘出シタ。

涙嚢ハ外下方二於テノ・輪匠筋下マ デ据大 シテ境界不

鮮明 トナ リ、後壁ハ固ク骨部二癒著シテ居タ、他ノ部

分ハ比較的容易二剥離スルコトガ出來タ。

病理組織學的二之ヲ見ルニ、涙嚢腔ハ著明二捌大ジ内

壁 ニハ少 シク凹凸ア リ、涙嚢 ハ上方二於テ薄ク、下方

特二鼻涙管二近 イ部デノ・可成 リ肥厚 シテ居タ、上皮層
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ハ所 々猷損シテ、粘膜下組織 が露出シ或ハ之二代テ細

胞頑簸物、白血球、繊維素等ノ混合 シタ厚イ層がアツ

タ、存 シテ居ル上皮細胞ハ壌殖 シテ居ル所モアルガ、

核ノ染色ハ不良デ、多形核白血球fエ オジソ」嗜好細胞

ノ浸潤ガアツタ、粘膜下組織中ニハ多撒 ノ結節ヲ形成

シテ圓形細胞浸潤 がアリ、コノ中ニ ラソゲルハソス

民型巨盤細胞 がアツタ。 所 ニヨ リ乾酪檬攣性モ認

メラレタ。暉力繊維 ハ浸潤竈中 デ ハ 殆 ソド浩失シ

タ、

著者ハ以上ノ所見カラ本症例 ハ高度二振張 シタ結核

性涙嚢炎デアル トシ、本例ガ原登性デアルカ、績登性

デアルカバ、明確ニノ・決定 シ得ナイが涙嚢ノ周国二結

核 ヲ見ナカツタ黙等カ ラ寧 ロ原獲性 ト考ヘタ方ガヨ

イト思フ ト述べテ居ル。爾ホ涙嚢炎ノ蛮生ニハ原登、

績登 ヲ問ハズ、涙液液流ノ障碍ガ重大 ナル因子デアル

トシテ居)レ、叉涙嚢振張 ノ原因トシテハ分泌物響滞

ノ他二局所 ノ解剖的關係及 ビ炎症ノ結果 トシテ弾力

繊維 ノ清失モ關與スルモノデァルトシテ居ル。

(慶大眼科 菅沼定男抄)

ミクリッツ氏病ノー例

呉行全(中央眼科響報、昭和10年2月 號、第192頁)

1892年Mikuliczガ 從來未ダ報告ザ レテ居ナ1疾 患

トシテ涙腺及 ビ唾液腺 ノ相樹性慢性無痛腫脹 ヲ呈 シ

ター疾患ヲ報告 シテ以來、本疾患ノ・Mikulicz氏 病 ト

総ヤラル・二至ツタ、其後力・,レ症状 ヲ呈シタ症例ノ

報告が多敬二出ルニ及ビソノ症状 ハ必ズシモ涙腺及

唾液腺ノ相樹性腫脹二限局セズ、他 ノ臓器例ヘバ脾臓

淋巴腺ノ腫大 ヲモ合併シ、或ハ涙腺、叉ハ唾液腺ノ何

レカー方ノ鉄如 シタ 場合モアルコトガ知 ラレルヤウ

ニナツタ。

本病ノ病理組織學的所見 モ種 々報告サレテ居ルガ結

核構造ヲ呈シテオルコトガ多イ、シカシ組織片中結核

菌ノ謹明及動物試験モ陰性デア♪レ。

從ツテソノ原因二就テモ種 々論議サレ、本症 ガ白血病

假性白血病 ノ場合二現ハのレコトアリ、叉結核 ヤ徴毒

ニモ原因スルコトアリ
、或ハ内分泌器障碍二基因ヌル

コレモアルト唱ヘラレテ居ル
。

著者實験例、41歳 男子、

生來健康、往柳病 ヲ否定ス、約3ク 月前カラ雨上眼瞼
ノ耳側二小サナ硬結ア,レニ氣付久 然シ且購 ノ腫脹

感・終痛」1硯力障碍等ナヵッタ爲メニ放置シタガ㌔i欠

第二腫大ス噸 向アル爲 メ約2e・A後 二受診
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全虜的二何等ノ異常ヲ認 メナイ、雨眼ヲ見ルニ上眼瞼

ノ耳側僅カニ腫脹シ且ツ下垂シ、皮層ハ正常、雨眼耳

側上方、眼窩ノ涙腺所在部二横楯圓形軟骨檬硬度境界

明瞭、表面ハ多少凹凸アル示指頭大ノ腫脹 ヲ鋤 レタ.

移動性デ皮膚 トノ癒著ハナカツタ、歴痛 ヲモ訴ヘナカ

ツタ、手衛 ニヨツテ涙腺 ヲ摘出シタ。

組織標本ヲ見,レニ何 レノ切片ニ モ健常ノ腺細胞ヲ認

メ得ナイガ、各小葉ハ結締織ニヨツテ園マレ明瞭二認

メラレタ、多鍛ノ結締織組織 ノ墳殖、及圓形細胞浸潤

ガアツタ。

此肉芽組織内所 々二小サキ結節形成ガアリ、ソノ周邊

ニハ多数 ノ小圓形細胞ニヨツテ園マレ、中心部ハ大盟

上皮様細胞 ノ集籏 カラナリ、中二1,2個 ノ巨大細胞

ガアツタ。然 シ何盧ニモ壌死叉 ハ 乾酪檬攣性ノ・認 メ

得 ナカツタ、結核菌ノ謹明ハ組織片ニヨッテモ、動物

試験 ニヨツテモ陰性デアッタ。

著者ノ症例ハ臨肱上及ビ血液所見カラ白血病、假性白

血病 ハ否定 シ得、ヱ氏反磨陰性ナ ル 故徴毒 モ否定 シ

得。

組織學的二結核様組織ヲ詮明シタヶレドモ、コ・二乾

酪檬攣性モナク、ビ氏反鷹陰性、細菌i澄明モ陰性既往

症全皇所見カラ結核 ト考フルノハ委當デナイ。故 二著

者ハ未知ノ原因二3ツ テ、結核檬構造 ヲ呈シタ、涙腺

輩蜀二來タMikulicz氏 症候群 ト考へvンtZb。

(慶大眼科 菅沼定男抄)

ピルケ氏皮虞笈感二就テ

中村交平(眼 科臨肱磐報、第30巻 、第1號 、第20頁)

著者ノ・先ヅ結核二封スル 「ッベノレクリソ」反庶 ノ種類

ヲ述べ、ソノ内ノピルケ氏反磨ノ種類。及 ビソノ意義

二就テ詳述シ、最後二著者自均ノビ氏反鷹方法、 ソノ

表 シ方ヲ嶺表シテ居 ル。

接種器具 トシテハX直 径2.4粍 、長サ1.0糎 ノ管錐 ヲ

用フ、接種液ハ奮「ッペルクリソ」ニシテ、ソノ原液、

2倍 液、4倍 液、8倍 液、16倍 液、32倍 液、(凡 テ

0.5%石 炭酸水ニテ稀繹)及 野照液(0.5%石 炭酸水)ヲ

用フ、接種ハ上膳 二於テ7ケ 所二行 ヒ、各 ノ距離 ハ

3。5i糎トスルノ。

ソノ反慮ノ表ハレ方ハ、封照二比シテ充血、腫脹 シタ

接種顧籔ヲ以テ陽性度 ヲ現ハス。即チ原液 ノミ充血腫

脹シタ時ハ十1原 液b2倍 液 トガ陽性デアVバ+2ト

記載スンレ、樹ホ若 シ強陽性デ水泡 ヲ生ズレモノガア

レバ、ソノ水泡 ヲ獲 シタ顧轍 ヲ加ヘテ陽性 トスル.例
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ヘバ6頴 共二陽性デ、原液及ビ2倍 液接種部位二水泡

ノ生 ジタ時ハ十8ト スンレ、尚叉陽性ノ傍二強及弱ノ学

ヲ附記 シテ、ソノ陽性度 ヲ詳細二薮量的二表ハス。

(慶大眼科 菅沼定男抄)

急性虹彩炎ノ後二獲 シタル輩膜炎ノー例二就テ

越智貞見(中 央眼科留報、第27巻 、第1號 、第129頁)

症例ハ27歳 ノ婦人デ、先 ヅ左眼 ノ駿赤、自魔的眼痛

ヲ訴ヘテ居タ.強 イ角膜周擁充血 がアツタガ、限局的

歴痛 モナク唯虹彩炎 ノ症状ヲ呈 シテ居タ。血液ヱ氏反

磨陰性ビ氏皮膚反旛陽性.虹 彩炎 トシテ治療 ヲ概績、

稽 く良好二向と、角膜周擁充血モ輕度 トナツタ所、登

病約50日 後 二角膜上縁二接シテ限局 シタ輩膜充血 ヲ

認メ、ソノ部分少 シ〃隆起 シ テ 魅痛 ヲ訴 フルニ至ソ

タ。

此頃頭痛 ト嘔氣 トヲ訴ヘタノデ 産嬬人科二俵頼 シタ

所妊娠性嘔吐デアル ト言ハレ、内科的所見 トシテハ肺

尖二稽 ζ抵抗ガアツタ。X線 鳥眞ニヨツテハ左側肺門

部ノ輕度ノ振大 ト激個ノ石灰沈著 トヲ詮明サレタ。

著者ハ本輩膜炎ノ原因ハ、内科的所見、ビ氏反慮陽性

ノ論 カラ恐 ラク結核デアラウト考ヘテ居ル、虹彩炎ガ

先獲 シタケレドモ之 が結節性ノモノデナク、叉虹彩 ノ

輩膜病竈二接 シタ部位 二 限局性 ノ愛化モナカツタカ

ラ、本輩膜炎ノ炎症ハ虹彩カラ移行シタモノデナク恐

ラク虹彩炎 ト同一原因ニヨツ テ輩膜 二限局性ノ炎症

ヲ起 シタモノデアラウト結論 シテ居ル。

(慶大眼科 菅沼定男抄)
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正誤表(結 核、第13巻 、第4號 掲載、高村論文)實験的皮下結核病竈ノ年齢的差異二就 テ

頁 側 行 誤 正
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